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第１章 

調査概要 
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1－1 調査の背景と目的 

 

 第４次産業革命や Society5.0 が提唱され、デジタル化が進展する中、2020 年に発生した新

型コロナウイルス感染症の感染拡大により、全世界的にデジタル化が加速している。あらゆ

る産業において、競争力維持・強化や生産性の向上などを、デジタル技術を使って進めてい

くことが必須となっている。 

 

 岡山県は、繊維・衣料などの製造業が地場産業であるが、中小企業が 9 割を超える地域で

DX への対応の遅れが課題となっている。「岡山県 DX 推進に関する企業の意識調査」（帝国デ

ータバンク）（令和 3年 12 月 16 日～令和 4 年 1 月 5 日調査）によると岡山県に本店を置く企

業の DX の取組みは、既に取り組んでいる企業が 12．3％で、取り組んでいない企業が 87.7％

という状態である。DX に取り組むうえでの課題は、「対応できる人材がいない」（58.4％）、「必

要なスキルやノウハウがない」（52.6％）と人材やスキルに大きな課題があると回答している。 

 一方で岡山県の有効求人倍率は、令和 4 年 1 月～4 月で平均 1.3 倍である。コロナ禍によ

る影響から、徐々に通常時の活動に戻りつつあり、企業の求人も増加傾向であるが、DX 分野

等の専門人材については、求職者のスキル不足や雇用する企業側の DX 分野の人材について、

「どのようなスキルを持った人材を採用すべきか不明である」ことなどから、採用に結び付

いていないのが現状である。 

 

 上記の背景を踏まえ、岡山県の企業の「対応できる人材がいない」「必要なスキルやノウハ

ウがない」等の課題の解決する教育プログラムが必要とある。そのため、デジタル化の段階

と各段階における必要人材の能力・仕事・スキルを明らかにするため、アンケート調査を行

い DX 推進に必要な人材の方向性を取りまとめた。 
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1－2 調査方法 

 

上記の調査目的を達成するため、以下の調査を実施した。 

 

調査方法 

 

インターネットおよび調査票による 

アンケート調査及びヒアリング調査 

  

対象者 

 

情報産業系、非情報産業系双方の企業の人事・教育及び 

IT 部門担当者から抽出した DX 推進担当者 

  

アンケート質問数 
 

29 問  

アンケート実施期間 
 

2022 年 12 月 7 日～2022 年 12 月 25 日  

最終回答者数 

 

573 サンプル 
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第２章 

ヒアリング調査  
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2－1 インターネットおよびヒアリング調査結果 

 

 2－1－1 日本電気株式会社 

●回答形式 ： Ｗｅｂ 

＜企業プロフィール＞ 

企 業 名 日本電気株式会社 

所 在 地 東京都港区芝五丁目 7 番 1 号 

企業サイト https://jpn.nec.com/ 

担当部署  トランスフォーメーション部門 DX 戦略オフィス 

   カルチャー変革部 

設   立 1899 年 7 月 17 日 

資 本 金 4,278 億円（2022 年 3 月 31 日現在） 

従 業 員 数 単独 21,350 名（2022 年 3 月末現在） 

連結 117,418 名（2022 年 3 月末現在） 

 

 

●調査内容 

1．DX への取組 

・DX（デジタルトランスフォーメーション）という言葉が一般化する前から取組を開始。 

・2016 年にデジタル経営に向けて自社およびグループ会社の全基幹システムを刷新。 

・2018 年には社員の力を最大限に引き出す改革「Project RISE」を開始。 

3 つの軸で社員一人ひとりのパフォーマンスを最大化しながら改革を推進していく。 

①人事制度改革 

②働き方改革 

③コミュニケーション改革 

・2018 年には社員の力を最大限に引き出す改革「Project RISE」を開始。 

 

2．DX 関連のプロジェクト 

・DX について「自社内の DX」「お客様の DX 推進支援」「社会全体の DX」の 3 つに定義。 
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・自社内の DX について、2021 年に「Transformation Office」を CEO 直下に立ち上げ、

2022 年 4 月よりコーポレートトランスフォーメーション（CX）部門を設置。 

2025 中期経営計画の達成とさらなる成長を目的に、経営・事業・社員の観点によるコー

ポレート・トランスフォーメーションを加速している。 

 

3．DX Innovators 100DX 

・お客様の DX を成功に導く 100 名のプロフェッショナルを厳選。 

ビジネス分野（Business lead）と技術分野（Technology lead）それぞれでお客様企業

の DX 進行をサポートする体制を整えている。 

・お客様企業と実際に実践している DX の事例などに関するセミナーを積極的に開催。 

一部はオンデマンド配信もしている。 

 

4．DX 人材育成 

・自社の人材・組織変革の経験を生かした、DX 人材育成・組織変革を支援する DX オファ

リングの提供を開始 

・DX 人材を「デジタルを活用して社会課題や経営課題を解決。社会に新たな価値を創造す

る人材」と定義 

・DX 推進に必要な行動と人材 
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①アジャイルな事業推進 

不確実性が高まり将来が見通し辛いため、スピード重視で検討を進め、不完全あるい

は小規模でも早期に実行に移すことが求められる。その一連の動作をリードする役割

を担う人材 

②データ起点で活路を見出す 

デジタルシフトが加速しているなか、顧客志向や経営環境、働き方や従業員意識の変

化を正確にとらえるためには、データを拠り所とした状況把握と打ち手の導出ができ

る人材 

③組織横断的な推進 

新しい顧客体験提供や業務変革をアジャイルに推進するためには、事業部間やビジネ

ス/IT 間の垣根を越えて、自社の知見を集結した全社横断的なプロジェクト型組織を

統率・運営できるケイパビリティが必要 

④最新技術の実用化 

技術の急速な進歩により、従来では不可能だったことが実現できる可能性が高まって

います。ビジネス目標達成や課題解決のために、最新技術をどう活用するのかをデザ

インできる人材 
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5．DX 推進組織の在り方 

・リーダーシップや組織運営は階層型ではなく分散型 

・社員に対しては実験と学習が推奨 

・育成した人材の定着化・リテンション強化にも配慮した組織設計が必要 

- 組織設計と要員計画 

組織の機能と必要な要員を明確にすること 

- 要員配置計画 

計画的に活躍の場を提供すること 

- スキル管理 

スキルやキャリアパスの可視化 

- 目標管理と業績評価 

組織目標にアラインした業績目標設定と公平公正な評価制度 

 

6．NEC が提供する DX オファリング 

・DX 推進のための組織人材変革に向けて、2 方向のアプローチでお客様と共創 

●ビジョンや戦略、組織構造や業務内容・規程など、明文化、形式化されるものを対象

としたハード面からのアプローチ 

●人的側面からのスキルや対人関係、リーダーシップ、意思決定パターンや意識など、

明文化、形式化されにくいものを対象としたソフト面からのアプローチ 

 

●ハード面からの DX オファリング 

（1）組織・人材変革アセスメント 

組織設計・要員計画から要員配置計画・スキル管理・目標管理までの全体像について

アセスメントを行い、改善点と優先度を明確化。NEC での実践に基づいたフレームワ

ークをベースにするため、1 カ月という短期間でのアセスメントが可能 

（2）組織設計・要員計画立案支援 

（1）の後続として、組織の機能と必要なポジション、ジョブディスクリプションの

作成と要員計画を設計 

（3）タレントマネジメント導入支援 
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（2）の後続として、要員配置計画・スキル管理・目標管理の各要素を設計。育成し

た人材に活躍機会を与え、魅力的なキャリアパスを提示し、チャレンジすることを評

価する評価制度に変革 

 

●ソフト面からの DX オファリング 

（1）DX 人材育成共創サービス 

DX 人材像の定義から必要なスキルを導き出し、現在保有している従業員スキルとの

GAP 分析から、必要な育成計画を策定。また、研修効果測定方法の検討や、活躍機会

の検討も併せて実施 

（2）チェンジリーダー養成プログラム 

全社的な変革の先導役として、全社横断的なチームにおいても健全な関係性を構築

し、周囲の人を巻き込む力を育み、DX 推進を促進するリーダーを養成。方法論を座学

で学習するだけではなく、DX 実践をテーマにした実業務のなかでの活用方法にまで踏

み込んでコーチング 

（3）組織風土改革支援 

変革のための実践活動から見えてくる、組織の持つ強みや特長、懸念・悩み、壁に触

れて、組織の理想形を実現する継続した活動を伴走型で支援 
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2－1－2 KDDI 株式会社 

●回答形式 ： Ｗｅｂ 

＜企業プロフィール＞ 

企 業 名 KDDI 株式会社 

所 在 地 東京都千代田区飯田橋 3−10−10 ガーデンエアタワー 

企業サイト https://www.kddi.com/ 

担当部署  KDDI DX University 運営事務局 

   経営戦略本部 

設   立 1984 年 6 月 1 日 

資 本 金 141,852 百万円 

従 業 員 数 48,829 名（連結ベース） 

 

 

●調査内容 

1．DX 人財を拡大 

・社内外で DX を推進する DX 人財を 2023年度までにグループ全体で約 4,000 名に拡大 

・中核を担う人財を社内人財育成機関である KDDI DX University（以下 KDU）で、約 1 年

間 200 時間におよぶ研修を実施 

 

2．KDU を設立した目的 

・「通信とライフデザインの融合」を掲げ、基盤となる通信を核に周辺ビジネスの拡大を

目指しているが、その際に重要となるのがビジネス・ディベロップメントを核とした DX

による事業創造。 

データをベースにビジネスデザインを行い、さまざまな関係者を巻き込んだ上で新たな

事業開発や社内改革を推進していく能力を持った人財を増やすことが目的 

・KDU 全体のコンセプトは 

●知識も大事だけど、とにかく実践 

●常に進化する生きたプログラム 

●人財もスキルも共通指標で 
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・受講スタイルはオンラインとオフラインを併用したハイブリッド型で、最初の半年間は

業務時間の約 2 割となる週 8 時間、後半の半年間は業務時間の約 1 時間となる週 4 時間

の研修に参加。 

 

 

3．DX 人財定義 

・各領域の DX 人財定義 

●ビジネスディベロップメント 

＜役割＞ 

CXO レベルが抱える経営課題に対して、DX を活用した新規事業・アライアンスを構

想企画し、実現に向けて案件やプロジェクトをリード 

＜遂行能力＞ 

・エコシステム形成力 

・変革シナリオ立案力 

・新規事業立案力 

・CxO 対話力 

・戦略策定力 

＜知識・知見＞ 
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・財務・会計 

・業界トレンド 

・戦略フレームワーク 

・ビジネスケース 

 

●コンサルタント＆プロダクトマネージャー 

＜役割＞ 

業務課題を抽出し、社内外のライトパーソンと協働・連携しながらプロジェクトを

主導し、業務改革を実現 

＜遂行能力＞ 

・業務分析力 

・業務プロセス設計力 

・業務改革推進力 

・課題抽出力 

＜知識・知見＞ 

・先端 IT 技術 

・業界トレンド 

・業界改革手法 

・RPA 活用手法 

 

●テクノロジスト 

＜役割＞ 

社内外 DX 案件の IT 面で先頭に立ち、先端技術や最新の開発手法を取り入れてシス

テム刷新するプロジェクトをリード 

＜遂行能力＞ 

・アジャイル開発力 

・プロジェクト管理力 

・リスク管理力 

・スクラム実践力 

＜知識・知見＞ 
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・先端 IT 技術 

・アプリアーキテクチャ 

・データアーキテクチャ 

・CICD アーキテクチャ 

・モダンアーキテクチャ 

 

●データサイエンティスト 

＜役割＞ 

社内外 DX 案件の分析面で先頭に立ち、データや科学的な根拠に基づいた企画を実現

することを担保 

＜遂行能力＞ 

・アナリティクス戦略立案力 

・分析設計力 

・プログラミング力 

・アルゴリズム構築力 

・データモデリング 

・データインテグレーション力 

＜知識・知見＞ 

・アルゴリズム知見 

・データモデリング知見 

・大容量データ分析基盤知見 

・クラウド製品知見 

・統計知識 

 

●エクスペリエンスアーキテクト 

＜役割＞ 

社内外 DX 案件の顧客体験面で先頭に立ち、顧客の深層心理に基づいて最高の顧客体

験を実現することを担保 

＜遂行能力＞ 

・デザインディレクション力 
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・コンセプトデザイン力 

・サービスデザイン力 

・UI/UX デザイン力 

・調査設計スキル 

＜知識・知見＞ 

・デザインストラテジー（ブランド・デザイン理解） 

・デザインシンキング手法 

・Ui/UX 知見 

 

4．地域の DX 人材育成 

・アカデミーと共同で地域の DX 人材育成を推進 

・地方企業や自治体の DX 人材不足という課題を解決するため、アイデミーに出資 
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2－1－3 株式会社ニット 

●回答形式 ： Ｗｅｂ 

＜企業プロフィール＞ 

企 業 名 株式会社ニット 

所 在 地 東京都品川区西五反田 7−22−17 TOC ビル 10F 41 号 

企業サイト https://knit-inc.com/ / 

設   立 2017 年 8 月 

従 業 員 数 500 名（業務委託メンバー含む）※2022年 10 月現在 

 

 

●調査内容 

1．日本企業の DX 化推進における課題 

・DX は単なる IT 化ではなく、デジタル技術を活用したビジネス変革のため、経営者のコ

ミットメントが必要になるが、担当者や外注先に任せてしまっている。 

・DX 推進に対する経営トップの理解が必要不可欠 

・日本企業の多くがシステムは外注での開発が多く、システム内製化率が低い。 

・システム内製化が進むことで DX の推進力はアップする。 

・システム内製化はノウハウの知識にもなり、コスト削減にもつながる。 

 

2．DX 人材における課題 

・DX 人材不足により、戦略の立案や実務を行える人材が企業にいない 

・DX を推進するために必要な人材＝システムエンジニアと考えている人が多い。経済産業

省「DX 経済白書」にあるとおり、プロダクトマネージャーやビジネスデザイナーなど決

してエンジニアでなければいけないという人材ではない。 

・プロダクトマネージャー、ビジネスデザイナー、データサイエンティストが不足してい

る 

・DX を担う人材の役割等が理解されていないこともあり、DX 人材は IT 企業に集中してし

まっている。 
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3．DX 人材不足を解決するために 

・雇用形態からの見直しが必要。 

・終身雇用タイプのメンバーシップ型から、職種内容を明確にして採用するジョブ型への

以降が必要 

・ジョブ型にすることで募集内容が明確になるはず。 

・この人材採用の課題を解決するサービスとして「HELP YOU」をスタート。 

・コンサル的なサポートではなく、優秀な DX 人材を活用できるサポートを提供すること

で、地方企業の DX を推進したい。 
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調査結果のまとめ  
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勤務先における DXに関するアンケート調査 
 

 

回答者の属性 

デジタルトランスフォーメーション（DX）の推進担当者で「ある」と答えた割合は 23.7%、「い

いえ」と答えた割合は 76.3%。また、勤務先の産業については「情報産業」が 60.2%、「非情報

産業」が 37.9%となった。 

 

⇒ DX の推進担当者 2 割に対して DX 推進に関する取組状況等のアンケート調査を実施。ま

た、勤務先の産業については情報産業が 6 割、非情報産業が 4 割となっている。 

 

 

勤務先における DX 推進に関するビジョン、戦略 

勤務先は DX 推進に関するビジョン、戦略を掲げているかという設問に対し、全体では「はい」

が 86.0%となった。産業別でみると、情報産業では「はい」が 93.0%だったのに対し、非情報

産業では 76.5%となった。また、非情報産業では「いいえ」と答えた割合が 20.3%になった。 

 

⇒ 情報産業では 9 割以上の企業が DX に関するビジョンや戦略を掲げている一方で、非情報

産業では掲げていない企業が一定数いることが浮き彫りになった。 

 

 

勤務先における DX 推進の取組状況を測定するための指標 

勤務先では DX 推進の取組状況を測定するための指標を設定しているかという設問に対し、全

体では「はい」が 75.6%。産業別でみると、情報産業では 87.2%、非情報産業では 58.1%とな

った。また、非情報産業では「いいえ」と答えた割合が 34.6%になった。 

 

⇒ 情報産業では 9 割弱が DX 推進の取組状況を測定するための指標を設定している一方、非

情報産業ではまだ設定されていない企業が 3 割強存在している。 

 

 

勤務先の DX の取組状況 

勤務先の DX の取り組み状況について全体でみると、「業務の一部をデジタル化している」が

34.6%と最も多く、「特定部署のデジタル化を推進している（29.5%）」、「社内全体でデジタル

化を推進している（20.4%）」と続いた。 

産業別では、情報産業で「業務の一部をデジタル化している（37.7%）」と「特定部署のデジタ

ル化を推進している（33.0%）」の回答割合が高かった。 

一方、非情報産業では、「業務の一部をデジタル化している（29.0%）」が最も多く、「社内全体

でデジタル化を推進している（27.2%）」、「特定部署のデジタル化を推進している（24.4%）」と

続いた。 
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⇒ 情報産業では特定の部署や一部の業務でデジタル化が進んでいるとの回答が多い一方、

非情報産業では、複数の部署や社内全体でデジタル化を推進しているとの回答が多くなる傾

向がある。 

 

 

勤務先で進めている DX の内容 

勤務先で進めている DX の内容について、全体で最も多いのは「書類のデジタル化、ペーパー

レス化（62.9%）」、次いで「オンライン会議の導入(61,7%)」だった。 

これを情報産業と非情報産業に分けてみると、情報産業では「顧客データの一元管理（59.2%）」

が最も多く、「書類のデジタル化、ペーパーレス化（57.1%）」、「オンライン会議の導入（57.1%）」

が続いた。非情報産業では「書類のデジタル化、ペーパーレス化（71.8%）」が最も多く、「オ

ンライン会議の導入（68.5%）」、「テレワークの導入（57.7%）」の順となった。 

 

⇒ 情報産業では取り組み内容ごとの差が比較的小さいのに対し、非情報産業では「書類の

デジタル化、ペーパーレス化」と「オンライン会議の導入」に回答が集中した。 

 

勤務先で進めている「書類のデジタル化、ペーパーレス化」の取組内容 

全体でみると「クラウドなど共有サーバを用いたペーパーレス化」が 78.4%ともっとも多く、

「会議資料等のデータによる共有（71.6%）」、「各種システムを用いた業務のデジタル化

（66.9%）」と続いた。 

情報産業では、「クラウドなど共有サーバを用いたペーパーレス化（84.7%）」、「会議資料等の

データによる共有（72.4%）」、「各種システムを用いた業務のデジタル化（69.4%）」の順に多か

った。非情報産業では、「クラウドなど共有サーバを用いたペーパーレス化（71.9%）」、「会議

資料等のデータによる共有（71.9%）」、「各種システムを用いた業務のデジタル化（65.4%）」の

順となった。 

 

⇒ ペーパーレス化の取り組み内容について、情報産業のみ「クラウドなど共有サーバを用

いたペーパーレス化」の割合が突出して多かったが、それ以外では大きな差はなかった。 

 

 

勤務先で進めている「顧客データの一元管理」の取組内容 

勤務先で進めている「顧客データの一元管理」の取組内容について全体でみると、「顧客情報

管理ツールを導入（69.0%）」が最も多く、「クラウドサービスを導入（63.5%）」、「CRM（顧客情

報管理システム）を導入（56.5%）」と続いた。なお、産業別に見ても回答の傾向に特徴はみら

れなかった。 

 

⇒ 全体的に「顧客情報管理ツールを導入」が最も多い取り組みとなり、産業別の特徴は特

に表れなかった。 
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勤務先で進めている「営業ツールのデジタル化」の取組内容 

全体でみると「各種資料のダウンロードサービス（66.3%）」が最も多く、次いで「メルマガの

配信（57.7%）」が多かった。情報産業では「各種資料のダウンロードサービス（67.3%）」が最

も多く、次いで「メルマガの配信（57.7%）」が多かった。非情報産業でも「各種資料のダウン

ロードサービス（64.1%）」が最も多かったが、次に多かったのは「パンフレット・チラシのデ

ジタル化（55.8%）」だった。 

 

⇒ 全体的に「各種資料のダウンロードサービス」が最も多く、「メルマガの配信」も多かっ

たが、非情報産業では特に「パンフレット・チラシのデジタル化」が多かった。 

 

勤務先で進めている「オンライン会議の導入」の取組内容 

全体では「社内会議のオンライン化」が 73.1%と最も多く、「Zoom の活用（68.8%）」「Microsoft 

Teams の活用（64.2%）」と具体的なオンライン会議ツールの活用が続いた。 

産業別にみてもその傾向に大きな差はなかったが、「営業活動のオンライン化」については情

報産業で 63.3%と高い一方、非情報産業では 39.0%と低かった。 

 

⇒ 全体的に「社内会議のオンライン化」の取り組みが進んでいる。また、情報産業では非情

報産業に比べて「営業活動のオンライン化」も進んでいる。 

 

 

勤務先で進めている「テレワークの導入」の取り組み内容 

全体では「テレワークルールの運用」が 78.3%と最も多く、「クラウドサービスによる情報共

有（74.1%）」「各社員の PC 等端末の整備（72.5%）」と続いた。 

産業別にみると、「テレワークルールの運用」と「各社員の PC 等端末の整備」についてはど

ちらも同程度の割合だったが、「クラウドサービスによる情報共有」については情報産業で

81.5%%と高い一方、非情報産業では 63.4%と低かった。 

 

⇒ テレワークルールの運用や各社員の PC 等端末の整備は産業を問わず取り組まれている

が、クラウドサービスによる情報共有については情報産業において積極的に取り組まれてい

る。 

 

 

勤務先で進めている「社内外のシステムを API で連携」の取り組み内容 

全体では「社内システムの API 連携」が 78.6%と最も多く、「社外システムの API 連携（74.0%）」、

「API を活用した EC サイト運用（59.7%）」と続いた。 

情報産業では「社外システムの API 連携（79.8%）」が最も多く、「社内システムの API 連携

（77.8%）」、「API を活用した EC サイト運用（65.7%）」の順に多かった。非情報産業では「社

内システムの API 連携（79.6%）」が最も多く、「社外システムの API 連携（63.0%）」、「API を

活用した EC サイト運用（50.0%）」と続いた。 
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⇒ 社内システムの API 連携はどちらの産業でも進んでいるが、社外システムの API 連携、

API を活用した EC サイト運用は非情報産業において取組が進んでいないことがわかった。 

 

 

勤務先で進めている「作業、業務プロセスの自動化」の取り組み内容 

全体では「業務プロセス効率化ツールの導入」が 71.4%と最も多く、「RPA(ロボティック・プ

ロセス・オートメーション)の導入（65.0%）」、「承認プロセス等各種業務フローの効率化

（60.8%）」と続いた。 

情報産業でも「業務プロセス効率化ツールの導入（74.6%）」が最も多かったが、次いで「承認

プロセス等各種業務フローの効率化（68.9%）」、「RPA(ロボティック・プロセス・オートメーシ

ョン)の導入（67.2%）」となった。非情報産業も同様に「業務プロセス効率化ツールの導入

（74.6%）」が最も多かったが、次いで「RPA(ロボティック・プロセス・オートメーション)の

導入（62.0%）」、「承認プロセス等各種業務フローの効率化（52.2%）」となった。 

 

⇒ 業務プロセス効率化ツールや RPA の導入は産業を問わずに進んでいるが、AI導入による

効率化、承認プロセス等各種業務フローの効率化については非情報産業で進んでいないと考

えられる。 

 

 

勤務先で進めている「IoT による業務のモニタリング」の取り組み内容 

全体では「稼働時間・生産数等の稼働状況確認」が 79.3%と最も多く、「設備稼働確認（76.9%）」、 

「温度・湿度等の環境確認（64.5%）」と続いた。 

情報産業では「稼働時間・生産数等の稼働状況確認（86.7%）」、「設備稼働確認（81.3%）」、 

「温度・湿度等の環境確認（76.0%）」、「遠隔確認による現場人材の削減（76.0%）」とどの取組

も高い割合を示したほか、「その他」についても 30.7%だった。一方、非情報産業では「設備

稼働確認（68.9%）」、「稼働時間・生産数等の稼働状況確認（66.7%）」、の割合が高かったが、

それ以外の取組は低い割合となっていた。さらに、「わからない」も 13.3%みられた。 

 

⇒ IoT による業務のモニタリングについては産業別の差が顕著に表れ、情報産業における

取り組みが進んでいることがわかった。 

 

勤務先で進めている DX による効果 

全体で最も効果を実感した割合が高かったのが、「コスト削減」の 47.8%。以下、「業務時間の

短縮（46.6%）」、「作業ミス入力ミスの減少（44.9%）」、「業務のシステム化（44.7%）」と続い

た。 

産業別にみると「作業ミス入力ミスの減少」や「人材不足の解消」で情報産業の割合が高く非

情報産業の割合が低くなっていたが、「業務時間の短縮」、「業務のシステム化」では非情報産

業の割合が高く情報産業の割合が低くなっていた。 
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⇒ DX による効果については、情報産業と非情報産業で効果を実感している項目が異なるこ

とが明らかとなった。 

 

 

勤務先で進めている DX による効果について、特に実感しているもの 

全体では「業務時間の短縮」が 34.8%と最も多く、「作業ミス入力ミスの減少（31.8%）」が続

いた。 

産業別にみると、情報産業では「業務時間の短縮」、「作業ミス入力ミスの減少」、「人材不足の

解消」で情報産業の割合が高く非情報産業の割合が低くなっていたが、「業務時間の短縮」、

「業務のシステム化」では非情報産業の割合が高く情報産業の割合が低くなっていた。 

 

⇒ DX による効果については、産業別で効果を実感している項目が異なることが明らかとな

った。 

 

社内で特に DX が進んでいる部署 

全体では「情報システム」が 37.0%と最も多く、「経理（36.5%）」、「人事（29.3%）」の順とな

っている。 

産業別にみると、情報産業では「経理（40.9%）」が最も多く、「情報システム（38.6%）」、「人

事（36.2%）」の順となっている。非情報産業では、「情報システム（38.6%）」が最も多く、「経

理（30.9%）」、「総務（24.0%）」の順。「人事」は非情報産業とは反対に、19.4%と低い数値にな

った。 

 

⇒ 産業を問わず、情報システムにおいては DX が進んでいると認識されている割合が高い。

また、例えば人事では情報産業で DX が進んでいると認識されているが、非情報産業では進ん

でいないと認識されているなど、産業によって相反した状況となっている。 

 

 

あなたの勤務先が DX に期待すること、DX で実現したいこと 

全体では「コスト削減（46.4%）」が最も多く、「業務時間の短縮（46.2%）」、「作業ミス入力ミ

スの減少（45.9%）」、「業務のシステム化（43.5%）」と続いた。 

産業別にみても割合が多い項目はほぼ同じであるが、「業務のシステム化」については非情報

産業において 50.2%と多くなっていた。 

 

⇒ DX に期待すること、DX で実現したいことについては、基本的には産業を問わず同じ項目

の割合が高くなっていた。一部、業務のシステム化は非情報産業において割合が高くなって

いた。 

 

勤務先の DX における課題 

全体では「人材が不足している（39.4%）」が最も多く、「具体的な効果が見えない（38.6%）」、

「経営層が DX 推進に積極的でない（35.6%）」と続いた。 
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「人材が不足している」についてはどちらの産業でも高い割合になっており、情報産業では

「経営層が DX 推進に積極的でない（44.3%）」、「具体的な効果が見えない（42.0%）」などの割

合が高かった。一方で、非情報産業では「経営層が DX 推進に積極的でない（22.6%）」、「具体

的な効果が見えない（33.6%）」の割合が低くなっていた。 

 

⇒ 勤務先の DX における課題については、どちらの産業でも人材が不足しているという認識

があることがわかった。また、非情報産業では経営層、現場のどちらも DX 推進に積極的でな

いことが明らかになった。 

 

勤務先の DX 推進に関する体制 

全体では「勤務先の DX 推進に関する体制（27.9%）」が最も多く、「各部署が独自に推進して

いる（23.0%）」、「専門の組織を設置している（21.6%）」と続いた。 

どちらの産業でも概ね同じような結果であったが、「専門の組織を設置している」が非情報産

業では 15.7%と低い結果となった。 

 

⇒ 勤務先の DX 推進に関する体制、各部署が独自に推進している、に関してはどちらの産業

でも割合が高かったが、非情報産業では専門の組織を設置している割合が低い状況が明らか

となった。 

 

勤務先における DX 推進に関わる人材の人数 

DX 推進に関わる人材の人数については、どの職種でみても、「1〜4 人」が最も多く、次いで

「5〜9 人」が多くなる傾向があった。業種別でもその傾向は同様だが、「ビジネスデザイナ

ー」については「1〜4 人」の割合が顕著に高くなる傾向があった。また、「テックリード」、

「データサイエンティスト」「先端技術エンジニア」「UI/UX デザイナー」「エンジニア／プロ

グラマー」については、特に非情報産業で「0 人」の割合が高まる傾向があった。 

 

⇒ DX 推進に関わっている人数は 1〜4 人、5〜9 人の規模が多かった。一方、非情報産業で

は 0 人の割合が高い場合が多く、そもそも DX 推進をする体制を整えられていないことが明ら

かになった。 

 

勤務先における DX 推進に関わる人材の充足度 

全体的に「過不足はない」「不足している」の回答の割合が高くなっていた。「過不足はない」

の割合が高い職種が多いものの、「テックリード（DX のシステム設計を担う人材）」、「データ

サイエンティスト（データ解析分析を担う人材）」では「不足している」の割合が高くなって

いた。また、「先端技術エンジニア」「UI／UX デザイナー」「エンジニア／プログラマー」につ

いては、過剰であるとする回答の割合が他の職種に比べて高くなっていた。 

産業別では、情報産業では過不足はないと答える割合が高い傾向にあるものの、非情報産業

では「不足している」と答える割合が高くなっていた。 
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⇒ 全体的に、過不足はない、不足しているとの回答の割合が高くなっていた。産業別では、

情報産業よりも非情報産業において、不足していると答える割合が高い傾向があった。 

 

DX に関わる人材のスキル資質に関する社内基準 

全体的に「情報処理技術者試験以外の試験、資格に基づく基準（44.5%）」の割合が最も多く、

「IT スキル標準（ITSS/ITSS+）に基づく基準（41.2%）」、「情報処理技術者試験に基づく基準

（35.8%）」と続いた。 

情報産業では「情報処理技術者試験以外の試験、資格に基づく基準（51.0%）」の割合が最も多

く、「IT スキル標準（ITSS/ITSS+）に基づく基準（47.2%）」、「情報処理技術者試験に基づく基

準（40.6%）」と続いた。非情報産業では「情報処理技術者試験以外の試験、資格に基づく基準

（35.5%）」の割合が最も多く、「IT スキル標準（ITSS/ITSS+）に基づく基準（33.2%）」、「情報

処理技術者試験に基づく基準（29.5%）」と続いた。また、「特になし」とする回答が 28.6%で

あった。 

 

⇒ 職種を問わず、社内基準とするスキル資質について際はなかったものの、非情報産業の

方が各回答の割合が全体的に低く、特になしとする回答の割合が高かった。 

 

DX に関わる各職種に求めるスキル資質 

全体的に「DX の企画立案推進等を担う資質（50.6%）」の割合が最も多く、「DX のシステム設

計を担う資質（44.9%）」、「DX 推進に関するリーダー格となる資質（43.8%）」と続いた。 

産業別では、情報産業で「DX の企画立案推進等を担う資質（53.9%）」の割合が最も多く、「DX

推進に関するリーダー格となる資質（47.0%）」、「DX のシステム設計を担う資質（46.4%）」と

続いた。非情報産業では、「DX の企画立案推進等を担う資質（47.9%）」の割合が最も多く、「DX

のシステム設計を担う資質（43.3%）」、「DX 推進に関するリーダー格となる資質（40.1%）」と

続いた。 

 

⇒ DX 推進に関わる各職種についてどのようなスキル資質を求めるかという点では、産業を

問わず DX の企画立案推進等を担う資質の割合が高くなった。 

DX 推進に関わる各職種について、どのようなスキル資質 

 

 

DX 推進に当たり採用育成を進めている/進めたいと考えている職種 

全体的に「ビジネスデザイナー（DX の企画立案推進等）」が 45.2%と最も多く、「データサイ

エンティスト（データ解析分析）」が 38.0%、「テックリード（DX のシステム設計から実装）」

が 36.0%、「プロダクトマネージャー（DX推進に関するリーダー）」が 35.1%と続いた。 

産業別では、情報産業で上記職種についてどれも割合が高くなっている一方、非情報産業で

は低い割合となっている傾向があった。また、非情報産業では「特になし（9.7%）」「わからな

い（11.1%）」の割合が情報産業に比べて多くなっていた。 
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⇒ DX を推進する上で採用育成が必要な職種は産業を問わず似通っている。一方、非情報産

業では全体的に割合が低い傾向があるうえ、特になし、わからない、の割合も高いことから、

DX 推進に必要な職種がつかめていない現状があるのではないかと推測できる。 

 

社員の IT 理解度等を測定するための評価制度 

全体では「全社で実施（45.9%）」が最も多く、「特定部署のみで実施（24.6%）」、「特になし

（24.1%）」と続いた。 

産業別では、情報産業で「全社で実施（52.5%）」が最も多く、「特定部署のみで実施（27.5%）」、

「特になし（17.4%）」と続いた。非情報産業では「全社で実施（35.9%）」が最も多く、「特に

なし（34.6%）」、「特定部署のみで実施（20.7%）」と続いた。 

 

⇒ 産業別にみると、情報産業では全社で実施が 5 割を超えているのに対し、非情報産業で

は全社で実施が 4 割を切る結果となった。また、非情報産業では特になしとする回答も多く、

評価制度が整っていない現状が明らかになった。 

 

社員の IT リテラシー向上に向けた学習支援・研修制度 

全体では「全社で実施（55.5%）」が最も多く、「特定部署のみで実施（23.0%）」、「特になし

（18.2%）」と続いた。 

産業別では、情報産業で「全社で実施（58.8%）」が最も多く、「特定部署のみで実施（26.1%）」、

「特になし（13.3%）」と続いた。非情報産業では「全社で実施（50.7%）」が最も多く、「特に

なし（25.8%）」、「特定部署のみで実施（18.4%）」と続いた。 

 

⇒ 産業別にみると、情報産業では全社で実施、特定部署のみで実施が多くなっている。一

方、非情報産業では、「特になし」とする回答も多く、整備が整っていない状況が明らかにな

った。 

 

社内教育で iCD を活用していますか 

全体では「全社で実施（42.1%）」が最も多く、「特定部署のみで実施（23.4%）」、「していない 

（21.1%）」と続いた。 

産業別では、情報産業で「全社で実施（50.7%）」が最も多く、「特定部署のみで実施（26.4%）」、

「していない（13.9%）」と続いた。非情報産業では「していない（31.3%）」が最も多く、「全

社で実施（29.5%）」、「特定部署のみで実施（19.8%）」と続いた。 

 

⇒ 産業別の差が顕著に表れ、非情報産業では「していない」とする回答が最も多くなった。

情報産業では活用が進んでいるものの、非情報産業では活用が進んでいないと考えられる。 

 

勤務先のジョブ型雇用の実施状況 

全体では「導入を予定している（36.5%）」と「導入している（26.0%）」をあわせると 5 割を超

えた。 
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産業別では、情報産業で「導入を予定している（40.3%）」が最も多く、「導入している（35.7%）」

が続いた。あわせると 8 割弱となり、ジョブ型雇用の導入が進んでいることがわかった。一

方、非情報産業では、「導入を予定している（31.8%）」が最も多かったものの、次いで「具体

的な導入予定はないが、検討している（21.2%）」が続き、「導入している」は 11.1%にとどま

った。 

 

⇒ 情報産業では 8 割弱が導入を予定している／導入していると答えた一方、非情報産業で

は 4 割程度にとどまり、非情報産業において導入が進んでいない現状が明らかとなった。 
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4－1 DX 推進に関するビジョンと戦略、指標の設定 
 

今回の調査で、情報産業の方が非情報産業よりも DX 推進に関するビジョンと戦略が掲げられ

ている場合が多い傾向にあることがわかった。 

また、DX 推進の取組状況を測定するための指標について、情報産業では 9 割弱で設定されて

いる一方、非情報産業では設定されているとの回答が 6 割弱に留まり、設定されていないと

の回答も 3 割強みられた 

 

■ DXの取組状況 

DX 推進の状況 

 

● 情報産業 

・業務の一部をデジタル化している 

・特定部署のデジタル化を推進して

いる 

 

 

● 非情報産業 

・社内全体でデジタル化を推進して

いる 

・複数の部署をまたいでデジタル化

を推進している 

 

 

 

DX 推進に関する取組について 

DX 推進に関する取組について、情報産業と非情報産業ではその状況に顕著な差があることが

わかった。 

情報産業では非情報産業に比べ、ビジョンや戦略、指標の設定が進んでいる。 

また、実際の取組状況についても差異がみられ、情報産業では業務の一部をデジタル化して

いる、特定部署のデジタル化を推進しているとの認識が高いのに対し、非情報産業では社内

全体でデジタル化を推進している、複数の部署をまたいでデジタル化を推進しているとの認

識が高かった。 

 

⇒ 情報産業の方がより DX が進んでいる傾向にある 

 

 

4－2 推進している DXの取り組み内容 
 

DX とひとことで言っても、書類のペーパーレス化やオンライン会議の導入、テレワークの導

入などその内容は多様である。 

ここでも、情報産業と非情報産業で取組内容に明らかな差異がみられるものがあった。 
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■ 主な DXの取組 

具体的な取組内容（上位 5 つ） 

 

● 情報産業 

・顧客データの一元管理 

 顧客情報管理ツールやクラウドサ

ービスを導入 

 

・書類のデジタル化、ペーパーレス化 

 クラウドなど共有サーバを用いた

ペーパーレス化 

 

・オンライン会議の導入 

社内会議だけでなく営業活動のオ

ンライン化、チャットツールの活用 

 

・テレワークの導入 

クラウドサービスによる情報共有、テ

レワークルールの運用 

 

・営業ツールのデジタル化 

各種資料のダウンロードサービス、メ

ルマガ、WEB広告 

 

 

● 非情報産業 

・書類のデジタル化、ペーパーレス化 

クラウドなど共有サーバを用いた

ペーパーレス化、会議資料等のデータ

による共有 

 

・オンライン会議の導入 

社内会議のオンライン化 

 

・テレワークの導入 

テレワークルールの運用、各社員の

PC等端末の整備 

 

・顧客データの一元管理 

顧客情報管理ツールやクラウドサ

ービスを導入 

 

・営業ツールのデジタル化 

各種資料のダウンロードサービス、

パンフレット・チラシのデジタル化 

 

 

 

主な DX の取組について 

情報産業では、顧客データの一元管理や書類のデジタル化、ペーパーレス化が上位に挙げら

れている。一方、非情報産業では、書類のデジタル化、ペーパーレス化、オンライン会議の導

入が上位に挙げられている。 

また、具体的な取組内容についても、情報産業と非情報産業では差異が見出された。例えば、

オンライン会議の導入について、情報産業では営業活動までオンライン化しようとしたり、

チャットツールを活用しようとする割合が高いのに対し、非情報産業では社内会議のオンラ

イン化以外の項目は割合が低い傾向にあった。 

 

 

⇒ DX の具体的な取組について、情報産業の方がより積極的に取り組もうとしている 
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4－3 DX の推進による効果と期待 
 

DX を推進することで得られる効果について、どちらの産業でも「業務時間の短縮」が効果と

して実感されていたほか、情報産業では「作業ミス入力ミスの減少」や「人材不足の解消」が

実感されていた。一方、非情報産業では「業務のシステム化」や「作業ミス入力ミスの減少」、

「コスト削減」といった効果が実感されていた。 

DX に期待することについては、どちらの産業でも共通点が多いものの、情報産業では「作業

ミス入力ミスの減少」について期待が高く、非情報産業では「業務のシステム化」について期

待が高かった。 

DX が進んでいる部署については、情報産業で経理や情報システム、人事で進んでいると感じ

ている方が多いのに対し、非情報産業では情報システム、経理、総務で進んでいると感じる

方が多かった。 

DX における課題については、情報産業で具体的な効果が見えない、経営層や現場が積極的で

ないという回答が目立つ一方、非情報産業では人材が不足している、具体的な効果が見えな

い、予算が不足しているという回答の割合が高くなっていた。 

 

■ DXによる効果と実現したいこと 

DXによる効果（特に実感しているもの上位 3つ） 

 

● 情報産業 

・業務時間の短縮 

・作業ミス入力ミスの減少 

・人材不足の解消 

 

 

● 非情報産業 

・業務時間の短縮 

・業務のシステム化 

・作業ミス入力ミスの減少 

 

DXに期待すること、実現したいこと（上位 3つ） 

 

● 情報産業 

・作業ミス入力ミスの減少 

・コスト削減 

・業務時間の短縮 

 

 

● 非情報産業 

・業務のシステム化 

・業務時間の短縮 

・コスト削減 

 

 

 

DX の推進による期待と実際の効果について 

 

それぞれの産業により特徴はあるものの、業務時間の短縮やコスト削減など、DX に期待する

こと、実現したいことはどちらの産業も似通っていた。DX で実感した効果については、情報
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産業では作業ミスや入力ミスの減少、人材不足の解消といった点で効果を実感していた一方、

非情報産業では業務のシステム化やコスト削減で効果を実感していた。 

 

⇒ 業務時間の短縮やコスト削減など、どちらの産業でも DX により解消したい課題は似通っ

ていた。 

 

4－4 DX 推進の取組体制と人材 
 

DX 推進に取り組む体制について、情報産業では専門の組織を設置しているのに対し、非情報

産業では IT 部門やシステム部門が随時対応している傾向があった。 

DX 推進に関わる人材の人数について、職種によって異なるものの、概ね 1〜9 人という回答が

多く見られた。また、人材の充足度については、過不足はない、不足しているという回答が多

かったものの、「先端技術エンジニア」「UI／UX デザイナー」「エンジニア／プログラマー」

という一部職種ついては、過剰であるとする回答の割合が他の職種に比べて高くなっていた。 

人材を確保するために行なっていることについて、専門的な育成を進めている、専門的な知

識を持つ人の中途採用を進めているという回答の割合が高かった。 

 

■ DX推進の取組における基準 

スキル資質 

 

● 社内基準 

・情報処理技術者試験以外の試験、資格

に基づく基準 

・情報処理技術者試験に基づく基準 

・IT スキル標準（ITSS/ITSS+）に基づく

基準 

 

 

● 人材に求める資質 

・DX の企画立案推進等を担う資質 

・DX のシステム設計を担う資質 

・DX 推進に関するリーダー格となる

資質 

 

 

 

DX 推進の取組体制と人材について 

今回の調査で、情報産業では専門の組織を設置しているのに対し、非情報産業では IT 部門や

システム部門が対応している傾向があるとの認識にあることがわかった。 

人材の充足具合については職種にもよるが、過不足はない、不足しているという回答の割合

が高く、全体的に不足気味であると推測できる。 

また、それに伴う人材確保の方法については、中途採用や社内人材の育成という方法をとる

ケースが多いと考えられる。なお、情報産業に限り、専門的な教育を受けた新卒人材の採用

を進めていると回答する割合が高く、新卒採用も一つの手段として活用しているといえる。 

 

⇒ 全体的に人材は不足気味であり、中途採用や社内人材の育成により人材を確保しようと

いう動きがみえる 
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4－5 社員の IT理解度や ITリテラシー向上に向けた制度 
 

社員の IT 理解度等を測定するための評価制度について、情報産業の方が非情報産業よりも整

備されていることがわかった。また、IT リテラシー向上に向けた学習支援制度・研修制度に

ついて、情報産業では実施しているという回答が多かったが、非情報産業では特になしとす

る回答も多く、評価制度が整っていない現状が明らかになった。 

社内教育で iCD を活用しているかという質問については、情報産業で実施しているという回

答の割合が高いものの、非情報産業ではあまり実施されていないことがわかった。 

勤務先のジョブ型雇用の実施状況については、情報産業では導入している／導入予定の回答

が 8 割近いのに対し、非情報産業では 4割程度に留まった。 

 

IT 理解度や IT リテラシー向上に向けた制度 

今回の調査で、情報産業と非情報産業における IT 理解度や IT リテラシー向上に向けた制度

の取組状況に大きな差があることがわかった。また、非情報産業では、質問に対してわから

ないと答える割合が情報産業よりも高くなる傾向があるため、前提知識についても両産業に

おいて差があると推測できる。 

 

 

⇒ 特に非情報産業では DX 推進の取組が遅れていると推測されるため、IT 理解度や IT リテ

ラシー向上という基本的な部分から取り組んでいく必要がある。 
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第５章 

DX 企業人材ニーズ調査 

 

調査結果詳細  
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Q1. 勤務先は情報産業、非情報産業のどちらに該当しますか。 

（はい）（いいえ） 

 
  

はい, 23.7%

いいえ, 76.3%
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Q2. 勤務先は DX 推進に関するビジョン、戦略を掲げていますか。 

（はい）（いいえ）（わからない） 

 

      Q2 

    n はい いいえ わからない 

  全体 573 86.0% 11.3% 2.6% 

勤務先は情報産業、

非情報産業のどちら

に該当しますか。 

情報産業 345 93.0% 5.2% 1.7% 

非情報産業 217 76.5% 20.3% 3.2% 

わからない 11 54.5% 27.3% 18.2% 

 

全体 

 
  

はい, 86.0%

いいえ, 11.3%

わからない, 

2.6%
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情報産業 

 
 

非情報産業 

 
 

 

 

はい, 93.0%

いいえ, 5.2% わからない, 1.7%

はい, 76.5%

いいえ, 20.3%

わからない, 

3.2%
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Q3. 勤務先では DX 推進の取組状況を測定するための指標は設定されていますか。 

（はい）（いいえ）（わからない） 

 

      Q3 

    n はい いいえ わからない 

  全体 573 75.6% 19.4% 5.1% 

勤務先は情報産業、

非情報産業のどちら

に該当しますか。 

情報産業 345 87.2% 9.3% 3.5% 

非情報産業 217 58.1% 34.6% 7.4% 

わからない 11 54.5% 36.4% 9.1% 

 

全体 

 
  

はい, 75.6%

いいえ, 19.4%

わからない, 

5.1%
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情報産業 

 
 

非情報産業 

 
  

はい, 87.2%

いいえ, 9.3%

わからない, 

3.5%

はい, 58.1%
いいえ, 34.6%

わからな

い, 7.4%
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Q4. 勤務先の DX の取組状況について、当てはまるものを教えてください。 

・業務の一部をデジタル化している 

・特定部署のデジタル化を推進している 

・複数の部署をまたいでデジタル化を推進している 

・社内全体でデジタル化を推進している 

・その他 

      Q4 

    n 

業務の一
部をデジ
タル化し
ている 

特定部署
のデジタ
ル化を推
進してい
る 

複数の部
署をまた
いでデジ
タル化を
推進して
いる 

社内全体
でデジタ
ル化を推
進してい
る 

わからな
い その他 

  全体 

57

3 34.6% 29.5% 14.0% 20.4% 1.2% 0.3% 

勤務先は情報産業、

非情報産業のどちら

に該当しますか。 

情報産業 

34

5 37.7% 33.0% 12.5% 15.9% 0.6% 0.3% 

非情報産業 

21

7 29.0% 24.4% 17.1% 27.2% 1.8% 0.5% 

わからない 11 45.5% 18.2% 0.0% 27.3% 9.1% 0.0% 

 

全体 

 
 

 

業務の一部をデ

ジタル化してい

る, 34.6%

特定部署のデジ

タル化を推進し

ている, 29.5%

複数の部署をま

たいでデジタル

化を推進してい

る, 14.0%

社内全体でデジ

タル化を推進し

ている, 20.4%

わからない, 

1.2%

その他, 0.3%
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情報産業 

 
非情報産業 

 

 
 

 

業務の一部をデ

ジタル化してい

る, 37.7%

特定部署のデジ

タル化を推進し

ている, 33.0%

複数の部署をま

たいでデジタル

化を推進してい

る, 12.5%

社内全体でデジ

タル化を推進し

ている, 15.9%

わからない, 0.6% その他, 0.3%

業務の一部をデ

ジタル化してい

る, 29.0%

特定部署のデジ

タル化を推進し

ている, 24.4%

複数の部署をま

たいでデジタル

化を推進してい

る, 17.1%

社内全体でデジ

タル化を推進し

ている, 27.2%

わからない, 

1.8%

その他, 0.5%
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Q5. 勤務先で進めている DX の内容について、当てはまるものを教えてください。 

・書類のデジタル化、ペーパーレス化 

・顧客データの一元管理 

・営業ツールのデジタル化 

・オンライン会議の導入 

・テレワークの導入 

・社内外のシステムを API で連携 

・作業、業務プロセスの自動化 

・IoT による業務のモニタリング 

・その他 

・わからない 

 

      Q5 

    n 

書類のデ

ジタル化、

ペーパー

レス化 

顧客デー

タの一元

管理 

営業ツー

ルのデジ

タル化 

オンライ

ン会議の

導入 

テレワー

クの導入 

  全体 566 62.9% 54.8% 47.2% 61.7% 55.3% 

勤務先は情報産業、

非情報産業のどちら

に該当しますか。 

情報産業 343 57.1% 59.2% 49.9% 57.1% 53.6% 

非情報産業 213 71.8% 48.4% 43.2% 68.5% 57.7% 

わからない 10 70.0% 40.0% 40.0% 70.0% 60.0% 

 

Q5 

社内外の

システム

を API で

連携 

作業、業務

プロセス

の自動化 

IoT による

業務のモ

ニタリン

グ その他 

わからな

い 

27.2% 38.3% 21.4% 6.2% 0.4% 

28.9% 35.6% 21.9% 7.6% 0.0% 

25.4% 43.2% 21.1% 4.2% 0.9% 

10.0% 30.0% 10.0% 0.0% 0.0% 
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全体 

 
 

情報産業 

 
非情報産業 

 

62.9%
54.8%

47.2%
61.7%

55.3%
27.2%

38.3%
21.4%

6.2%
0.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

書類のデジタル化、ペーパーレス化
顧客データの一元管理

営業ツールのデジタル化
オンライン会議の導入

テレワークの導入
社内外のシステムをAPIで連携
作業、業務プロセスの自動化

IoTによる業務のモニタリング
その他

わからない

57.1%

59.2%

49.9%

57.1%

53.6%

28.9%

35.6%

21.9%

7.6%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

書類のデジタル化、ペーパーレス化

顧客データの一元管理

営業ツールのデジタル化

オンライン会議の導入

テレワークの導入

社内外のシステムをAPIで連携

作業、業務プロセスの自動化

IoTによる業務のモニタリング

その他

わからない

71.8%

48.4%

43.2%

68.5%

57.7%

25.4%

43.2%

21.1%

4.2%

0.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

書類のデジタル化、ペーパーレス化

顧客データの一元管理

営業ツールのデジタル化

オンライン会議の導入

テレワークの導入

社内外のシステムをAPIで連携

作業、業務プロセスの自動化

IoTによる業務のモニタリング

その他

わからない
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Q6. 勤務先で進めている「書類のデジタル化、ペーパーレス化」について、取組内容をお教えく

ださい。 

・クラウドなど共有サーバを用いたペーパレス化 

・会議資料等のデータによる共有 

・各種システムを用いた業務のデジタル化 

・申請・承認等の定型業務の自動化 

・OCR 製品を用いた紙書類の電子化 

・その他 

・わからない 

 

      Q6 

    n 

クラウドなど共

有サーバを用い

たペーパレス化 

会議資料等のデ

ータによる共有 

各種システムを

用いた業務のデ

ジタル化 

  全体 356 78.4% 71.6% 66.9% 

勤務先は情報産業、

非情報産業のどちら

に該当しますか。 

情報産業 196 84.7% 72.4% 69.4% 

非情報産業 153 71.9% 71.9% 65.4% 

わからない 7 42.9% 42.9% 28.6% 

 

Q6 

申請・承認等の定

型業務の自動化 

OCR 製品を用い

た紙書類の電子

化 その他 わからない 

58.1% 39.0% 9.3% 0.6% 

58.2% 40.3% 12.2% 0.0% 

59.5% 37.9% 5.2% 0.0% 

28.6% 28.6% 14.3% 28.6% 
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全体 

 
情報産業 

 
 

非情報産業 

 
  

78.4%

71.6%

66.9%

58.1%

39.0%

9.3%

0.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

クラウドなど共有サーバを用いたペーパレ…

会議資料等のデータによる共有

各種システムを用いた業務のデジタル化

申請・承認等の定型業務の自動化

OCR製品を用いた紙書類の電子化

その他

わからない

84.7%

72.4%

69.4%

58.2%

40.3%

12.2%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

クラウドなど共有サーバを用いたペーパレ…

会議資料等のデータによる共有

各種システムを用いた業務のデジタル化

申請・承認等の定型業務の自動化

OCR製品を用いた紙書類の電子化

その他

わからない

71.9%

71.9%

65.4%

59.5%

37.9%

5.2%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

クラウドなど共有サーバを用いたペーパレ…

会議資料等のデータによる共有

各種システムを用いた業務のデジタル化

申請・承認等の定型業務の自動化

OCR製品を用いた紙書類の電子化

その他

わからない
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Q7. 勤務先で進めている「顧客データの一元管理」について、取組内容をお教えください。 

・CRM(顧客情報管理システム)を導入 

・顧客情報管理ツールを導入 

・クラウドサービスを導入 

・各部署で保有していた顧客データを共有 

・Excel で共有 

・スプレッドシートで共有 

・その他 

・わからない 

 

      Q7 

    n 

CRM(顧客情報

管理システム)

を導入 

顧客情報管理ツ

ールを導入 

クラウドサービ

スを導入 

  全体 310 56.5% 69.0% 63.5% 

勤務先は情報産業、

非情報産業のどちら

に該当しますか。 

情報産業 203 56.7% 70.9% 64.5% 

非情報産業 103 56.3% 66.0% 62.1% 

わからない 4 50.0% 50.0% 50.0% 

 

Q7 

各部署で保有し

ていた顧客デー

タを共有 Excel で共有 

スプレッドシー

トで共有 その他 わからない 

46.5% 40.3% 25.8% 7.4% 0.3% 

48.3% 44.3% 30.5% 8.9% 0.5% 

42.7% 33.0% 15.5% 4.9% 0.0% 

50.0% 25.0% 50.0% 0.0% 0.0% 
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全体 

 
 

情報産業 

 
 

非情報産業 

 
  

56.5%

69.0%

63.5%

46.5%

40.3%

25.8%

7.4%

0.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

CRM(顧客情報管理システム)を…

顧客情報管理ツールを導入

クラウドサービスを導入

各部署で保有していた顧客デー…

Excelで共有

スプレッドシートで共有

その他

わからない

56.7%

70.9%

64.5%

48.3%

44.3%

30.5%

8.9%

0.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

CRM(顧客情報管理システム)を…

顧客情報管理ツールを導入

クラウドサービスを導入

各部署で保有していた顧客デー…

Excelで共有

スプレッドシートで共有

その他

わからない

56.3%

66.0%

62.1%

42.7%

33.0%

15.5%

4.9%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

CRM(顧客情報管理システム)を…

顧客情報管理ツールを導入

クラウドサービスを導入

各部署で保有していた顧客デー…

Excelで共有

スプレッドシートで共有

その他

わからない
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Q8. 勤務先で進めている「営業ツールのデジタル化」について、取組内容をお教えください。 

・パンフレット・チラシのデジタル化 

・各種資料のダウンロードサービス 

・メルマガの配信 

・WEB 広告の利用 

・オウンドメディアの活用 

・SNS の活用 

・その他 

・わからない 

 

      Q8 

    n 

パンフレッ

ト・チラシの

デジタル化 

各種資料の

ダウンロー

ドサービス 

メルマガの

配信 

WEB 広告の

利用 

  全体 267 55.8% 66.3% 57.7% 55.8% 

勤務先は情報産業、

非情報産業のどちら

に該当しますか。 

情報産業 171 55.0% 67.3% 63.7% 62.0% 

非情報産業 92 58.7% 64.1% 45.7% 45.7% 

わからない 4 25.0% 75.0% 75.0% 25.0% 

 

Q8 

オウンドメ

ディアの活

用 SNS の活用 その他 わからない 

44.9% 42.3% 13.1% 1.5% 

47.4% 46.8% 14.0% 1.8% 

40.2% 34.8% 12.0% 1.1% 

50.0% 25.0% 0.0% 0.0% 
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全体 

 
 

情報産業 

 
 

非情報産業 

 

55.8%

66.3%

57.7%

55.8%

44.9%

42.3%

13.1%

1.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

パンフレット・チラシのデジタ…

各種資料のダウンロードサービス

メルマガの配信

WEB広告の利用

オウンドメディアの活用

SNSの活用

その他

わからない

55.0%

67.3%

63.7%

62.0%

47.4%

46.8%

14.0%

1.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

パンフレット・チラシのデジタ…

各種資料のダウンロードサービス

メルマガの配信

WEB広告の利用

オウンドメディアの活用

SNSの活用

その他

わからない

58.7%

64.1%

45.7%

45.7%

40.2%

34.8%

12.0%

1.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

パンフレット・チラシのデジタ…

各種資料のダウンロードサービス

メルマガの配信

WEB広告の利用

オウンドメディアの活用

SNSの活用

その他

わからない
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Q9. 勤務先で進めている「オンライン会議の導入」について、取組内容をお教えください。 

・社内会議のオンライン化 

・営業活動のオンライン化 

・Microsoft Teams の活用 

・Zoom の活用 

・Google Meet の活用 

・Slack、Chatwork などチャットツールの活用 

・WEB カメラやマイクなど必要機器の導入 各社員の PC 等端末の整備 

・その他 

・わからない  

 

      Q9 

    n 

社内会議

のオンラ

イン化 

営業活動

のオンラ

イン化 

Microsoft 

Teams の

活用 

Zoom の

活用 

Google 

Meet の活

用 

  全体 349 73.1% 53.0% 64.2% 68.8% 38.7% 

勤務先は情報産業、

非情報産業のどちら

に該当しますか。 

情報産業 196 71.4% 63.3% 67.3% 70.9% 45.4% 

非情報産業 146 74.7% 39.0% 61.0% 67.8% 30.1% 

わからない 7 85.7% 57.1% 42.9% 28.6% 28.6% 

 

Q9 

Slack 、

Chatwork

などチャ

ットツー

ルの活用 

WEB カメ

ラやマイ

クなど必

要機器の

導入 

各社員の

PC等端末

の整備 その他 

わからな

い 

35.0% 46.1% 45.6% 7.2% 0.3% 

44.9% 47.4% 45.9% 10.2% 0.5% 

22.6% 45.2% 45.2% 3.4% 0.0% 

14.3% 28.6% 42.9% 0.0% 0.0% 
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全体 

 
情報産業 

 
非情報産業 

 

73.1%

53.0%

64.2%

68.8%

38.7%

35.0%

46.1%

45.6%

7.2%

0.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

社内会議のオンライン化

営業活動のオンライン化

Microsoft Teamsの活用

Zoomの活用

Google Meetの活用

Slack、Chatworkなどチャット…

WEBカメラやマイクなど必要機…

各社員のPC等端末の整備

その他

わからない

71.4%

63.3%

67.3%

70.9%

45.4%

44.9%

47.4%

45.9%

10.2%

0.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

社内会議のオンライン化

営業活動のオンライン化

Microsoft Teamsの活用

Zoomの活用

Google Meetの活用

Slack、Chatworkなどチャット…

WEBカメラやマイクなど必要機…

各社員のPC等端末の整備

その他

わからない

74.7%

39.0%

61.0%

67.8%

30.1%

22.6%

45.2%

45.2%

3.4%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

社内会議のオンライン化

営業活動のオンライン化

Microsoft Teamsの活用

Zoomの活用

Google Meetの活用

Slack、Chatworkなどチャット…

WEBカメラやマイクなど必要機…

各社員のPC等端末の整備

その他

わからない
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Q10. 勤務先で進めている「テレワークの導入」について、取組内容をお教えください。 

・各社員の PC 等端末の整備 

・クラウドサービスによる情報共有 

・テレワークルールの運用 

・最低出勤日など出勤ルールによる運用 

・その他 

・わからない 

 

      Q10           

    n 

各 社 員

の PC等

端 末 の

整備 

ク ラ ウ

ド サ ー

ビ ス に

よ る 情

報共有 

テ レ ワ

ー ク ル

ー ル の

運用 

最 低 出

勤 日 な

ど 出 勤

ル ー ル

に よ る

運用 その他 

わ か ら

ない 

  全体 313 72.5% 74.1% 78.3% 46.6% 10.2% 0.3% 

勤務先は情報産業、

非情報産業のどちら

に該当しますか。 

情報産業 184 71.7% 81.5% 78.3% 50.5% 15.2% 0.0% 

非情報産業 123 74.0% 63.4% 78.0% 42.3% 3.3% 0.8% 

わからない 6 66.7% 66.7% 83.3% 16.7% 0.0% 0.0% 

 

 

全体 

 
 

 

 

72.5%

74.1%

78.3%

46.6%

10.2%

0.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

各社員のPC等端末の整備

クラウドサービスによる情報共有

テレワークルールの運用

最低出勤日など出勤ルールによる運用

その他

わからない
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情報産業 

 
 

非情報産業 

 
 

 

 

 

71.7%

81.5%

78.3%

50.5%

15.2%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

各社員のPC等端末の整備

クラウドサービスによる情報共有

テレワークルールの運用

最低出勤日など出勤ルールによる運用

その他

わからない

74.0%

63.4%

78.0%

42.3%

3.3%

0.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

各社員のPC等端末の整備

クラウドサービスによる情報共有

テレワークルールの運用

最低出勤日など出勤ルールによる運用

その他

わからない



59 

 

Q11. 勤務先で進めている「社内外のシステムを API で連携」について、取組内容をお教えくだ

さい。 

・社内システムの API 連携 

・社外システムの API 連携 

・API を活用した EC サイト運用 

・その他 

・わからない 

 

      Q11 

    n 

社 内 シ

ス テ ム

の API

連携 

社 外 シ

ス テ ム

の API

連携 

API を

活 用 し

た ECサ

イ ト 運

用 その他 

わ か ら

ない 

  全体 154 78.6% 74.0% 59.7% 16.9% 3.9% 

勤務先は情報産業、

非情報産業のどちら

に該当しますか。 

情報産業 99 77.8% 79.8% 65.7% 24.2% 2.0% 

非情報産業 54 79.6% 63.0% 50.0% 3.7% 7.4% 

わからない 1 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

 

 

全体 

 
 

 

78.6%

74.0%

59.7%

16.9%

3.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

社内システムのAPI連携

社外システムのAPI連携

APIを活用したECサイト運用

その他

わからない
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情報産業 

 
非情報産業 

 
 

 

 

 

 

77.8%

79.8%

65.7%

24.2%

2.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

社内システムのAPI連携

社外システムのAPI連携

APIを活用したECサイト運用

その他

わからない

79.6%

63.0%

50.0%

3.7%

7.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

社内システムのAPI連携

社外システムのAPI連携

APIを活用したECサイト運用

その他

わからない
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Q12. 勤務先で進めている「作業、業務プロセスの自動化」について、取組内容をお教えください。 

・RPA(ロボティック・プロセス・オートメーション)の導入 

・AI 導入による効率化 

・業務プロセス効率化ツールの導入 

・承認プロセス等各種業務フローの効率化 

・その他 

・わからない 

 

      Q12 

    n 

RPA( ロ

ボ テ ィ

ック・プ

ロセス・

オ ー ト

メ ー シ

ョン )の

導入 

AI 導入

に よ る

効率化 

業 務 プ

ロ セ ス

効 率 化

ツ ー ル

の導入 

承 認 プ

ロ セ ス

等 各 種

業 務 フ

ロ ー の

効率化 その他 

わ か ら

ない 

  全体 217 65.0% 58.1% 71.4% 60.8% 15.2% 0.5% 

勤務先は情報産業、

非情報産業のどちら

に該当しますか。 

情報産業 122 67.2% 64.8% 74.6% 68.9% 21.3% 0.8% 

非情報産業 92 62.0% 47.8% 69.6% 52.2% 7.6% 0.0% 

わからない 3 66.7% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

 

 

全体 

 
 

65.0%

58.1%

71.4%

60.8%

15.2%

0.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

RPA(ロボティック・プロセス・オートメー

ション)の導入

AI導入による効率化

業務プロセス効率化ツールの導入

承認プロセス等各種業務フローの効率化

その他

わからない
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情報産業 

 
 

非情報産業 

 
 

 

 

 

67.2%

64.8%

74.6%

68.9%

21.3%

0.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

RPA(ロボティック・プロセス・オートメー

ション)の導入

AI導入による効率化

業務プロセス効率化ツールの導入

承認プロセス等各種業務フローの効率化

その他

わからない

62.0%

47.8%

69.6%

52.2%

7.6%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

RPA(ロボティック・プロセス・オートメー

ション)の導入

AI導入による効率化

業務プロセス効率化ツールの導入

承認プロセス等各種業務フローの効率化

その他

わからない
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Q13. 勤務先で進めている「IoT による業務のモニタリング」について、取組内容をお教えくださ

い。 

・設備稼働確認 

・稼働時間・生産数等の稼働状況確認 

・温度・湿度等の環境確認 

・遠隔確認による現場人材の削減 

・その他 

・わからない  

 

      Q13 

    n 

設 備 稼

働確認 

稼 働 時

間・生産

数 等 の

稼 働 状

況確認 

温度・湿

度 等 の

環 境 確

認 

遠 隔 確

認 に よ

る 現 場

人 材 の

削減 その他 

わ か ら

ない 

  全体 121 76.9% 79.3% 64.5% 62.0% 21.5% 5.8% 

勤務先は情報産業、

非情報産業のどちら

に該当しますか。 

情報産業 75 81.3% 86.7% 76.0% 76.0% 30.7% 1.3% 

非情報産業 45 68.9% 66.7% 46.7% 40.0% 6.7% 13.3% 

わからない 1 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

 

 

全体 

 
 

 

 

76.9%

79.3%

64.5%

62.0%

21.5%

5.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

設備稼働確認

稼働時間・生産数等の稼働状況確認

温度・湿度等の環境確認

遠隔確認による現場人材の削減

その他

わからない
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情報産業 

 
 

非情報産業 

 
 

 

 

 

81.3%

86.7%

76.0%

76.0%

30.7%

1.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

設備稼働確認

稼働時間・生産数等の稼働状況確認

温度・湿度等の環境確認

遠隔確認による現場人材の削減

その他

わからない

68.9%

66.7%

46.7%

40.0%

6.7%

13.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

設備稼働確認

稼働時間・生産数等の稼働状況確認

温度・湿度等の環境確認

遠隔確認による現場人材の削減

その他

わからない



65 

 

Q14. 勤務先で進めている DX による効果について、当てはまるものを教えてください。 

・業務時間の短縮 

・作業ミス入力ミスの減少 

・人材不足の解消 

・コスト削減 

・業務のシステム化 

・データの取得分析 

・本来行うべき業務への注力 

・既存製品サービスの高付加価値化 

・新製品サービスの開発 

・組織内のナレッジ共有 

・多様な働き方の実現 

・その他 

・特になし 

・わからない 

 

      Q14         

    n 

業 務 時

間 の 短

縮 

作 業 ミ

ス 入 力

ミ ス の

減少 

人 材 不

足 の 解

消 

コ ス ト

削減 

業 務 の

シ ス テ

ム化 

  全体 573 46.6% 44.9% 39.1% 47.8% 44.7% 

勤務先は情報産業、

非情報産業のどちら

に該当しますか。 

情報産業 345 45.5% 47.8% 42.9% 48.7% 42.3% 

非情報産業 217 48.8% 40.6% 33.2% 47.5% 49.8% 

わからない 11 36.4% 36.4% 36.4% 27.3% 18.2% 

 

 Q14                 

デ ー タ

の 取 得

分析 

本 来 行

う べ き

業 務 へ

の注力 

既 存 製

品 サ ー

ビ ス の

高 付 加

価値化 

新 製 品

サ ー ビ

ス の 開

発 

組 織 内

の ナ レ

ッ ジ 共

有 

多 様 な

働 き 方

の実現 その他 

特 に な

し 

わ か ら

ない 

28.8% 26.0% 16.8% 16.4% 21.1% 25.7% 6.6% 1.4% 1.7% 

28.7% 26.1% 19.4% 17.7% 22.9% 25.5% 8.4% 1.4% 2.0% 

30.0% 26.3% 12.9% 14.7% 18.9% 26.3% 4.1% 1.4% 0.9% 

9.1% 18.2% 9.1% 9.1% 9.1% 18.2% 0.0% 0.0% 9.1% 
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全体 

 
情報産業 

 
非情報産業 

 

46.6%
44.9%

39.1%
47.8%

44.7%
28.8%

26.0%
16.8%
16.4%

21.1%
25.7%

6.6%
1.4%
1.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

業務時間の短縮
作業ミス入力ミスの減少

人材不足の解消
コスト削減

業務のシステム化
データの取得分析

本来行うべき業務への注力
既存製品サービスの高付加価値化

新製品サービスの開発
組織内のナレッジ共有
多様な働き方の実現

その他
特になし

わからない

45.5%
47.8%

42.9%
48.7%

42.3%
28.7%

26.1%
19.4%

17.7%
22.9%
25.5%

8.4%
1.4%
2.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

業務時間の短縮
作業ミス入力ミスの減少

人材不足の解消
コスト削減

業務のシステム化
データの取得分析

本来行うべき業務への注力
既存製品サービスの高付加価値化

新製品サービスの開発
組織内のナレッジ共有
多様な働き方の実現

その他
特になし

わからない

48.8%
40.6%

33.2%
47.5%
49.8%

30.0%
26.3%

12.9%
14.7%

18.9%
26.3%

4.1%
1.4%
0.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

業務時間の短縮
作業ミス入力ミスの減少

人材不足の解消
コスト削減

業務のシステム化
データの取得分析

本来行うべき業務への注力
既存製品サービスの高付加価値化

新製品サービスの開発
組織内のナレッジ共有
多様な働き方の実現

その他
特になし

わからない
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Q15. Q14 でお答えいただきました DX による効果について、特に実感しているものがありました

らお教えください。 

・業務時間の短縮 

・作業ミス入力ミスの減少 

・人材不足の解消 

・コスト削減 

・業務のシステム化 

・データの取得分析 

・本来行うべき業務への注力 

・既存製品サービスの高付加価値化 

・新製品サービスの開発 

・組織内のナレッジ共有 

・多様な働き方の実現 

 

      Q15         

    n 

業務時間

の短縮 

作業ミス

入力ミス

の減少 

人材不足

の解消 

コスト削

減 

業務のシ

ステム化 

  全体 554 34.8% 31.8% 22.4% 21.5% 21.5% 

勤務先は情報産業、

非情報産業のどちら

に該当しますか。 

情報産業 333 36.6% 35.7% 25.8% 19.5% 19.2% 

非情報産業 211 32.2% 25.1% 17.1% 25.1% 25.6% 

わからない 10 30.0% 40.0% 20.0% 10.0% 10.0% 

 

 Q15           

データの

取得分析 

本来行う

べき業務

への注力 

既存製品

サービス

の高付加

価値化 

新製品サ

ービスの

開発 

組織内の

ナレッジ

共有 

多様な働

き方の実

現 

11.6% 6.5% 2.3% 1.8% 5.2% 7.6% 

9.0% 6.9% 2.1% 2.1% 3.9% 5.7% 

16.1% 5.7% 2.8% 1.4% 7.6% 10.0% 

0.0% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 
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全体 

 
情報産業 

 
非情報産業 

 

34.8%

31.8%

22.4%

21.5%

21.5%

11.6%

6.5%

2.3%

1.8%

5.2%

7.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

業務時間の短縮

作業ミス入力ミスの減少

人材不足の解消

コスト削減

業務のシステム化

データの取得分析

本来行うべき業務への注力

既存製品サービスの高付加価値化

新製品サービスの開発

組織内のナレッジ共有

多様な働き方の実現

36.6%

35.7%

25.8%

19.5%

19.2%

9.0%

6.9%

2.1%

2.1%

3.9%

5.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

業務時間の短縮

作業ミス入力ミスの減少

人材不足の解消

コスト削減

業務のシステム化

データの取得分析

本来行うべき業務への注力

既存製品サービスの高付加価値化

新製品サービスの開発

組織内のナレッジ共有

多様な働き方の実現

32.2%

25.1%

17.1%

25.1%

25.6%

16.1%

5.7%

2.8%

1.4%

7.6%

10.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

業務時間の短縮

作業ミス入力ミスの減少

人材不足の解消

コスト削減

業務のシステム化

データの取得分析

本来行うべき業務への注力

既存製品サービスの高付加価値化

新製品サービスの開発

組織内のナレッジ共有

多様な働き方の実現



69 

 

Q16. 社内で特に DX が進んでいる部署はありますか。 

・人事 

・経理 

・総務 

・法務 

・情報システム 

・研究開発 

・営業 

・広報マーケティング 

・その他 

・特になし 

・わからない   

 

      Q16         

    n 人事 経理 総務 法務 

情報シス

テム 

  全体 573 29.3% 36.5% 28.6% 21.5% 37.0% 

勤務先は情報産業、

非情報産業のどちら

に該当しますか。 

情報産業 345 36.2% 40.9% 32.5% 27.8% 38.6% 

非情報産業 217 19.4% 30.9% 24.0% 12.0% 35.9% 

わからない 11 9.1% 9.1% 0.0% 9.1% 9.1% 

 

 Q16           

研究開発 営業 

広報マー

ケティン

グ その他 特になし 

わからな

い 

19.4% 21.3% 14.1% 10.5% 7.5% 4.4% 

20.9% 22.0% 18.0% 11.6% 4.3% 1.7% 

17.5% 21.2% 8.8% 9.2% 11.5% 6.9% 

9.1% 0.0% 0.0% 0.0% 27.3% 36.4% 

 

  



70 

 

全体 

 
情報産業 

 
非情報産業 

 

29.3%

36.5%

28.6%

21.5%

37.0%

19.4%

21.3%

14.1%

10.5%

7.5%

4.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

人事

経理

総務

法務

情報システム

研究開発

営業

広報マーケティング

その他

特になし

わからない

36.2%

40.9%

32.5%

27.8%

38.6%

20.9%

22.0%

18.0%

11.6%

4.3%

1.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

人事

経理

総務

法務

情報システム

研究開発

営業

広報マーケティング

その他

特になし

わからない

19.4%

30.9%

24.0%

12.0%

35.9%

17.5%

21.2%

8.8%

9.2%

11.5%

6.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

人事

経理

総務

法務

情報システム

研究開発

営業

広報マーケティング

その他

特になし

わからない
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Q17. あなたの勤務先が DX に期待すること、DX で実現したいことは何ですか。 

・業務時間の短縮 

・作業ミス入力ミスの減少 

・人材不足の解消 

・コスト削減 

・業務のシステム化 

・データの取得分析 

・本来行うべき業務への注力 

・既存製品サービスの高付加価値化 

・新製品サービスの創出 

・組織内のナレッジ共有 

・多様な働き方の実現 

・その他 

・特になし 

・わからない 

 

      Q17           

    n 

業 務 時

間 の 短

縮 

作 業 ミ

ス 入 力

ミ ス の

減少 

人 材 不

足 の 解

消 

コ ス ト

削減 

業 務 の

シ ス テ

ム化 

デ ー タ

の 取 得

分析 

  全体 573 46.2% 45.9% 40.0% 46.4% 43.5% 28.3% 

勤務先は情報産業、

非情報産業のどちら

に該当しますか。 

情報産業 345 45.5% 48.4% 40.9% 47.0% 40.3% 28.4% 

非情報産業 217 47.9% 42.4% 40.1% 46.5% 50.2% 28.6% 

わからない 11 36.4% 36.4% 9.1% 27.3% 9.1% 18.2% 

 

 Q17               

本 来 行

う べ き

業 務 へ

の注力 

既 存 製

品 サ ー

ビ ス の

高 付 加

価値化 

新 製 品

サ ー ビ

ス の 創

出 

組 織 内

の ナ レ

ッ ジ 共

有 

多 様 な

働 き 方

の実現 その他 

特 に な

し 

わ か ら

ない 

26.9% 17.8% 17.3% 21.1% 24.6% 6.1% 1.7% 1.0% 

26.1% 19.4% 17.7% 21.7% 23.8% 8.1% 0.9% 0.6% 

29.0% 15.7% 17.1% 20.7% 25.3% 3.2% 2.3% 1.8% 

9.1% 9.1% 9.1% 9.1% 36.4% 0.0% 18.2% 0.0% 
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全体 

 
情報産業 

 
非情報産業 

 

46.2%
45.9%

40.0%
46.4%

43.5%
28.3%
26.9%

17.8%
17.3%

21.1%
24.6%

6.1%
1.7%
1.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

業務時間の短縮
作業ミス入力ミスの減少

人材不足の解消
コスト削減

業務のシステム化
データの取得分析

本来行うべき業務への注力
既存製品サービスの高付加価値化

新製品サービスの創出
組織内のナレッジ共有
多様な働き方の実現

その他
特になし

わからない

45.5%
48.4%

40.9%
47.0%

40.3%
28.4%

26.1%
19.4%

17.7%
21.7%
23.8%

8.1%
0.9%
0.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

業務時間の短縮
作業ミス入力ミスの減少

人材不足の解消
コスト削減

業務のシステム化
データの取得分析

本来行うべき業務への注力
既存製品サービスの高付加価値化

新製品サービスの創出
組織内のナレッジ共有
多様な働き方の実現

その他
特になし

わからない

47.9%

42.4%

40.1%

46.5%

50.2%

28.6%

29.0%

15.7%

17.1%

20.7%

25.3%

3.2%

2.3%

1.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

業務時間の短縮

作業ミス入力ミスの減少

人材不足の解消

コスト削減

業務のシステム化

データの取得分析

本来行うべき業務への注力

既存製品サービスの高付加価値化

新製品サービスの創出

組織内のナレッジ共有

多様な働き方の実現

その他

特になし

わからない
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Q18. 勤務先の DX における課題について、当てはまるものを教えてください。 

・人材が不足している 

・経営層が DX 推進に積極的でない 

・現場が DX 推進に積極的でない 

・具体的な効果が見えない 

・予算が不足している 

・セキュリティ対策が十分でない 

・DX の必要性が理解されていない 

・その他 

・特になし 

・わからない 

 

      Q18       

    n 

人材が不足

している 

経 営 層 が

DX 推進に

積極的でな

い 

現場が DX

推進に積極

的でない 

具体的な効

果が見えな

い 

  全体 573 39.4% 35.6% 27.9% 38.6% 

勤務先は情報産業、

非情報産業のどちら

に該当しますか。 

情報産業 345 39.7% 44.3% 30.7% 42.0% 

非情報産業 217 39.6% 22.6% 24.0% 33.6% 

わからない 11 27.3% 18.2% 18.2% 27.3% 

 

 Q18           

予算が不足

している 

セキュリテ

ィ対策が十

分でない 

DX の必要

性が理解さ

れていない その他 特になし わからない 

31.9% 26.7% 20.1% 6.8% 5.9% 1.6% 

33.0% 28.1% 19.7% 9.0% 4.9% 0.9% 

31.3% 24.9% 20.3% 3.7% 6.5% 2.3% 

9.1% 18.2% 27.3% 0.0% 27.3% 9.1% 
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全体 

 
情報産業 

 
非情報産業 

 

39.4%

35.6%

27.9%

38.6%

31.9%

26.7%

20.1%

6.8%

5.9%

1.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

人材が不足している

経営層がDX推進に積極的でない

現場がDX推進に積極的でない

具体的な効果が見えない

予算が不足している

セキュリティ対策が十分でない

DXの必要性が理解されていない

その他

特になし

わからない

39.7%

44.3%

30.7%

42.0%

33.0%

28.1%

19.7%

9.0%

4.9%

0.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%100.0%

人材が不足している

経営層がDX推進に積極的でない

現場がDX推進に積極的でない

具体的な効果が見えない

予算が不足している

セキュリティ対策が十分でない

DXの必要性が理解されていない

その他

特になし

わからない

39.6%

22.6%

24.0%

33.6%

31.3%

24.9%

20.3%

3.7%

6.5%

2.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

人材が不足している

経営層がDX推進に積極的でない

現場がDX推進に積極的でない

具体的な効果が見えない

予算が不足している

セキュリティ対策が十分でない

DXの必要性が理解されていない

その他

特になし

わからない
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Q19. 勤務先の DX 推進に関する体制について、当てはまるものを教えてください。 

・専門の組織を設置している 

・専門組織はないが横断的なプロジェクトチーム等がある 

・各部署が独自に推進している 

・IT 部門システム部門等が随時対応している 

・外部委託している 

・わからない 

・その他 

 

      Q19     

    n 

専門の組織を設

置している 

専門組織はない

が横断的なプロ

ジェクトチーム

等がある 

各部署が独自に

推進している 

  全体 573 21.6% 27.9% 23.0% 

勤務先は情報産業、

非情報産業のどちら

に該当しますか。 

情報産業 345 24.9% 27.5% 23.5% 

非情報産業 217 15.7% 29.0% 23.0% 

わからない 11 36.4% 18.2% 9.1% 

 

 Q19       

IT 部門システム

部門等が随時対

応している 

外部委託してい

る わからない その他 

19.9% 2.8% 3.7% 1.0% 

18.8% 2.6% 2.0% 0.6% 

22.1% 3.2% 5.1% 1.8% 

9.1% 0.0% 27.3% 0.0% 
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全体 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専門の組織を設

置している, 

21.6%

専門組織はない

が横断的なプロ

ジェクトチーム

等がある, 

27.9%

各部署が独自に

推進している, 

23.0%

IT部門システム

部門等が随時対

応している, 

19.9%

外部委託してい

る, 2.8%

わからない, 

3.7%

その他, 1.0%
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情報産業 

 
非情報産業 

 

専門の組織を設置

している, 24.9%

専門組織はないが

横断的なプロジェ

クトチーム等があ

る, 27.5%

各部署が独自に推

進している, 

23.5%

IT部門システム部

門等が随時対応し

ている, 18.8%

外部委託してい

る, 2.6%

わからない, 2.0% その他, 0.6%

専門の組織を設置

している, 15.7%

専門組織はないが

横断的なプロジェ

クトチーム等があ

る, 29.0%

各部署が独自に推

進している, 23.0%

IT部門システム部

門等が随時対応し

ている, 22.1%

外部委託している, 

3.2%

わからない, 5.1% その他, 1.8%
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Q20. S1 勤務先における DX 推進に関わる人材の人数について教えてください。 

プロダクトマネージャー（DX 推進に関するリーダー格の人材） 

・0 人 

・1〜4 人 

・5〜9 人 

・10 人以上 

・わからない 

 

      

Q20 プロダクトマネージャー（DX 推進に関するリーダー格

の人材） 

    n 0 人 1〜4 人 5〜9 人 10 人以上 

わからな

い 

  全体 530 5.5% 47.4% 24.9% 11.7% 10.6% 

勤務先は情報産業、

非情報産業のどちら

に該当しますか。 

情報産業 327 5.2% 44.0% 29.7% 14.1% 7.0% 

非情報産業 195 6.2% 53.3% 17.9% 8.2% 14.4% 

わからない 8 0.0% 37.5% 0.0% 0.0% 62.5% 

 

 

全体 

 

 

 

 

 

5.5%

11.3%

12.8%

13.4%

15.5%

20.4%

14.7%

47.4%

35.8%

30.0%

29.8%

36.4%

30.8%

37.9%

24.9%

27.4%

28.3%

26.8%

23.4%

23.0%

20.2%

11.7%

12.1%

16.4%

16.8%

12.1%

12.3%

15.1%

10.6%

13.4%

12.5%

13.2%

12.6%

13.6%

12.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

プロダクトマネージャー（DX推進に関するリーダー格の人

材）

ビジネスデザイナー（DXの企画立案推進等を担う人材）

テックリード（DXのシステム設計を担う人材）

データサイエンティスト（データ解析分析を担う人材）

先端技術エンジニア（機械学習、ブロックチェーンなど先進

的なデジタル技術を担う人材）

UI／UX デザイナー（DXに関わるシステムのユーザー向け

デザインを担当する人材）

エンジニア／プログラマー（DXに関わるシステム実装やイ

ンフラ構築、保守運用、セキュリティ等を担う人材）

0人

1～4人

5～9人

10人以上

わからない
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情報産業 

 
 

非情報産業 

 
 

 

 

 

 

5.2%

11.3%

10.4%

9.5%

12.8%

15.9%

13.8%

44.0%

32.4%

29.4%

29.4%

39.4%

34.6%

39.8%

29.7%

32.1%

33.9%

35.2%

25.7%

25.7%

22.3%

14.1%

15.0%

19.3%

19.0%

15.0%

15.9%

17.7%

7.0%

9.2%

7.0%

7.0%

7.0%

8.0%

6.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

プロダクトマネージャー（DX推進に関するリーダー格の人

材）

ビジネスデザイナー（DXの企画立案推進等を担う人材）

テックリード（DXのシステム設計を担う人材）

データサイエンティスト（データ解析分析を担う人材）

先端技術エンジニア（機械学習、ブロックチェーンなど先進

的なデジタル技術を担う人材）

UI／UX デザイナー（DXに関わるシステムのユーザー向けデ

ザインを担当する人材）

エンジニア／プログラマー（DXに関わるシステム実装やイ

ンフラ構築、保守運用、セキュリティ等を担う人材）

0人

1〜4人

5〜9人

10人以上

わからない

6.2%

11.8%

17.4%

20.5%

20.5%

28.7%

16.9%

53.3%

42.1%

31.8%

31.8%

31.8%

24.6%

35.9%

17.9%

20.5%

19.5%

13.3%

20.5%

19.0%

16.4%

8.2%

7.2%

11.8%

12.8%

7.2%

6.7%

11.3%

14.4%

18.5%

19.5%

21.5%

20.0%

21.0%

19.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

プロダクトマネージャー（DX推進に関するリーダー格の人

材）

ビジネスデザイナー（DXの企画立案推進等を担う人材）

テックリード（DXのシステム設計を担う人材）

データサイエンティスト（データ解析分析を担う人材）

先端技術エンジニア（機械学習、ブロックチェーンなど先

進的なデジタル技術を担う人材）

UI／UX デザイナー（DXに関わるシステムのユーザー向け

デザインを担当する人材）

エンジニア／プログラマー（DXに関わるシステム実装やイ

ンフラ構築、保守運用、セキュリティ等を担う人材）

0人

1〜4人

5〜9人

10人以上

わからない
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Q20. S2 勤務先における DX 推進に関わる人材の人数について教えてください。  

ビジネスデザイナー（DX の企画立案推進等を担う人材） 

・0 人 

・1〜4 人 

・5〜9 人 

・10 人以上 

・わからない 

 

      

Q20 ビジネスデザイナー（DX の企画立案推進等を担う人

材） 

    n 0 人 1〜4 人 5〜9 人 10人以上 

わからな

い 

  全体 530 11.3% 35.8% 27.4% 12.1% 13.4% 

勤務先は情報産業、

非情報産業のどちら

に該当しますか。 

情報産業 327 11.3% 32.4% 32.1% 15.0% 9.2% 

非情報産業 195 11.8% 42.1% 20.5% 7.2% 18.5% 

わからない 8 0.0% 25.0% 0.0% 12.5% 62.5% 

 

 

 

Q20. S3 勤務先における DX 推進に関わる人材の人数について教えてください。 

テックリード（DX のシステム設計を担う人材）      

・0 人 

・1〜4 人 

・5〜9 人 

・10 人以上 

・わからない 

 

      Q20 テックリード（DX のシステム設計を担う人材） 

    n 0 人 1〜4 人 5〜9 人 10人以上 

わからな

い 

  全体 530 12.8% 30.0% 28.3% 16.4% 12.5% 

勤務先は情報産業、

非情報産業のどちら

に該当しますか。 

情報産業 327 10.4% 29.4% 33.9% 19.3% 7.0% 

非情報産業 195 17.4% 31.8% 19.5% 11.8% 19.5% 

わからない 8 0.0% 12.5% 12.5% 12.5% 62.5% 
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Q20. S4 勤務先における DX 推進に関わる人材の人数について教えてください。 

データサイエンティスト（データ解析分析を担う人材） 

・0 人 

・1〜4 人 

・5〜9 人 

・10 人以上 

・わからない    

 

      

Q20 データサイエンティスト（データ解析分析を担う人

材） 

    n 0 人 1〜4 人 5〜9 人 10人以上 

わからな

い 

  全体 530 13.4% 29.8% 26.8% 16.8% 13.2% 

勤務先は情報産業、

非情報産業のどちら

に該当しますか。 

情報産業 327 9.5% 29.4% 35.2% 19.0% 7.0% 

非情報産業 195 20.5% 31.8% 13.3% 12.8% 21.5% 

わからない 8 0.0% 0.0% 12.5% 25.0% 62.5% 

 

 

 

Q20. S5 勤務先における DX 推進に関わる人材の人数について教えてください。 

先端技術エンジニア（機械学習、ブロックチェーンなど先進的なデジタル技術を担う人材） 

・0 人 

・1〜4 人 

・5〜9 人 

・10 人以上 

・わからない 

 

      

Q20 先端技術エンジニア（機械学習、ブロックチェーン

など先進的なデジタル技術を担う人材） 

    n 0 人 1〜4 人 5〜9 人 10人以上 

わからな

い 

  全体 530 15.5% 36.4% 23.4% 12.1% 12.6% 

勤務先は情報産業、

非情報産業のどちら

に該当しますか。 

情報産業 327 12.8% 39.4% 25.7% 15.0% 7.0% 

非情報産業 195 20.5% 31.8% 20.5% 7.2% 20.0% 

わからない 8 0.0% 25.0% 0.0% 12.5% 62.5% 

 

  



82 

 

Q20.S6 勤務先における DX 推進に関わる人材の人数について教えてください。 

UI／UX デザイナー（DX に関わるシステムのユーザー向けデザインを担当する人材） 

・0 人 

・1〜4 人 

・5〜9 人 

・10 人以上 

・わからない 

 

      

Q20 UI／UX デザイナー（DX に関わるシステムのユーザ

ー向けデザインを担当する人材） 

    n 0 人 1〜4 人 5〜9 人 10人以上 

わからな

い 

  全体 530 20.4% 30.8% 23.0% 12.3% 13.6% 

勤務先は情報産業、

非情報産業のどちら

に該当しますか。 

情報産業 327 15.9% 34.6% 25.7% 15.9% 8.0% 

非情報産業 195 28.7% 24.6% 19.0% 6.7% 21.0% 

わからない 8 0.0% 25.0% 12.5% 0.0% 62.5% 

 

 

 

Q20. S7 勤務先における DX 推進に関わる人材の人数について教えてください。 

エンジニア／プログラマー（DX に関わるシステム実装やインフラ構築、保守運用、セキュリティ

等を担う人材） 

・0 人 

・1〜4 人 

・5〜9 人 

・10 人以上 

・わからない 

 

      

Q20 エンジニア／プログラマー（DX に関わるシステム実

装やインフラ構築、保守運用、セキュリティ等を担う人材） 

    n 0 人 1〜4 人 5〜9 人 10人以上 

わからな

い 

  全体 530 14.7% 37.9% 20.2% 15.1% 12.1% 

勤務先は情報産業、

非情報産業のどちら

に該当しますか。 

情報産業 327 13.8% 39.8% 22.3% 17.7% 6.4% 

非情報産業 195 16.9% 35.9% 16.4% 11.3% 19.5% 

わからない 8 0.0% 12.5% 25.0% 0.0% 62.5% 
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Q21. S1 勤務先における DX 推進に関わる人材の充足度について教えてください。現在、DX 人

材を配置していない場合もお答えください。 

・過剰である 

・過不足はない 

・不足している 

・わからない 

 

      

Q21 プロダクトマネージャー（DX 推進に関するリーダ

ー格の人材） 

    n 過剰である 

過不足はな

い 

不足してい

る わからない 

  全体 487 12.5% 43.1% 38.0% 6.4% 

勤務先は情報産業、

非情報産業のどちら

に該当しますか。 

情報産業 315 15.6% 45.7% 33.7% 5.1% 

非情報産業 169 7.1% 37.9% 46.2% 8.9% 

わからない 3 0.0% 66.7% 33.3% 0.0% 

 

 

 

全体 

 

  

12.5%

10.5%

11.7%

10.5%

14.8%

14.4%

23.4%

43.1%

41.1%

35.5%

31.6%

41.7%

38.8%

34.1%

38.0%

40.7%

43.7%

46.0%

34.5%

37.0%

34.7%

6.4%

7.8%

9.0%

11.9%

9.0%

9.9%

7.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

プロダクトマネージャー（DX推進に関するリーダー格の人

材）

ビジネスデザイナー（DXの企画立案推進等を担う人材）

テックリード（DXのシステム設計を担う人材）

データサイエンティスト（データ解析分析を担う人材）

先端技術エンジニア（機械学習、ブロックチェーンなど先進

的なデジタル技術を担う人材）

UI／UX デザイナー（DXに関わるシステムのユーザー向け

デザインを担当する人材）

エンジニア／プログラマー（DXに関わるシステム実装やイ

ンフラ構築、保守運用、セキュリティ等を担う人材）

過剰である

過不足はない

不足している

わからない
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情報産業 

 
非情報産業 

  

15.6%

13.3%

15.6%

13.7%

18.1%

18.4%

29.8%

45.7%

44.4%

36.8%

32.1%

44.1%

40.3%

34.3%

33.7%

36.8%

40.6%

42.2%

29.8%

33.7%

30.2%

5.1%

5.4%

7.0%

12.1%

7.9%

7.6%

5.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

プロダクトマネージャー（DX推進に関するリーダー格の人

材）

ビジネスデザイナー（DXの企画立案推進等を担う人材）

テックリード（DXのシステム設計を担う人材）

データサイエンティスト（データ解析分析を担う人材）

先端技術エンジニア（機械学習、ブロックチェーンなど先

進的なデジタル技術を担う人材）

UI／UX デザイナー（DXに関わるシステムのユーザー向け

デザインを担当する人材）

エンジニア／プログラマー（DXに関わるシステム実装やイ

ンフラ構築、保守運用、セキュリティ等を担う人材）

過剰である

過不足はない

不足している

わからない

7.1%

5.3%

4.7%

4.1%

8.3%

7.1%

11.2%

37.9%

35.5%

33.1%

30.8%

36.7%

34.9%

33.1%

46.2%

47.3%

49.1%

53.3%

43.8%

43.8%

43.8%

8.9%

11.8%

13.0%

11.8%

11.2%

14.2%

11.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

プロダクトマネージャー（DX推進に関するリーダー格の人

材）

ビジネスデザイナー（DXの企画立案推進等を担う人材）

テックリード（DXのシステム設計を担う人材）

データサイエンティスト（データ解析分析を担う人材）

先端技術エンジニア（機械学習、ブロックチェーンなど先

進的なデジタル技術を担う人材）

UI／UX デザイナー（DXに関わるシステムのユーザー向け

デザインを担当する人材）

エンジニア／プログラマー（DXに関わるシステム実装やイ

ンフラ構築、保守運用、セキュリティ等を担う人材）

過剰である

過不足はない

不足している

わからない
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Q21. S2 勤務先における DX 推進に関わる人材の充足度について教えてください。現在、DX 人

材を配置していない場合もお答えください。 

ビジネスデザイナー（DX の企画立案推進等を担う人材） 

・過剰である 

・過不足はない 

・不足している 

・わからない 

 

      

Q21 ビジネスデザイナー（DX の企画立案推進等を担う

人材） 

    n 過剰である 

過不足はな

い 

不足してい

る わからない 

  全体 487 10.5% 41.1% 40.7% 7.8% 

勤務先は情報産業、

非情報産業のどちら

に該当しますか。 

情報産業 315 13.3% 44.4% 36.8% 5.4% 

非情報産業 169 5.3% 35.5% 47.3% 11.8% 

わからない 3 0.0% 0.0% 66.7% 33.3% 

 

 

 

Q21. S3 勤務先における DX 推進に関わる人材の充足度について教えてください。現在、DX 人

材を配置していない場合もお答えください。 

テックリード（DX のシステム設計を担う人材） 

・過剰である 

・過不足はない 

・不足している 

・わからない 

 

      Q21 テックリード（DX のシステム設計を担う人材） 

    n 過剰である 

過不足はな

い 

不足してい

る わからない 

  全体 487 11.7% 35.5% 43.7% 9.0% 

勤務先は情報産業、

非情報産業のどちら

に該当しますか。 

情報産業 315 15.6% 36.8% 40.6% 7.0% 

非情報産業 169 4.7% 33.1% 49.1% 13.0% 

わからない 3 0.0% 33.3% 66.7% 0.0% 
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Q21. S4 勤務先における DX 推進に関わる人材の充足度について教えてください。現在、DX 人

材を配置していない場合もお答えください。 

データサイエンティスト（データ解析分析を担う人材） 

・過剰である 

・過不足はない 

・不足している 

・わからない   

      

Q21 データサイエンティスト（データ解析分析を担う人

材） 

    n 過剰である 

過不足はな

い 

不足してい

る わからない 

  全体 487 10.5% 31.6% 46.0% 11.9% 

勤務先は情報産業、

非情報産業のどちら

に該当しますか。 

情報産業 315 13.7% 32.1% 42.2% 12.1% 

非情報産業 169 4.1% 30.8% 53.3% 11.8% 

わからない 3 33.3% 33.3% 33.3% 0.0% 

 

 

 

Q21. S5 勤務先における DX 推進に関わる人材の充足度について教えてください。現在、DX 人

材を配置していない場合もお答えください。 

先端技術エンジニア（機械学習、ブロックチェーンなど先進的なデジタル技術を担う人材） 

・過剰である 

・過不足はない 

・不足している 

・わからない      

 

      

Q21 先端技術エンジニア（機械学習、ブロックチェーン

など先進的なデジタル技術を担う人材） 

    n 過剰である 

過不足はな

い 

不足してい

る わからない 

  全体 487 14.8% 41.7% 34.5% 9.0% 

勤務先は情報産業、

非情報産業のどちら

に該当しますか。 

情報産業 315 18.1% 44.1% 29.8% 7.9% 

非情報産業 169 8.3% 36.7% 43.8% 11.2% 

わからない 3 33.3% 66.7% 0.0% 0.0% 
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Q21. S6 勤務先における DX 推進に関わる人材の充足度について教えてください。現在、DX 人

材を配置していない場合もお答えください。 

UI／UX デザイナー（DX に関わるシステムのユーザー向けデザインを担当する人材） 

・過剰である 

・過不足はない 

・不足している 

・わからない 

 

      

Q21 UI／UX デザイナー（DX に関わるシステムのユー

ザー向けデザインを担当する人材） 

    n 過剰である 

過不足はな

い 

不足してい

る わからない 

  全体 487 14.4% 38.8% 37.0% 9.9% 

勤務先は情報産業、

非情報産業のどちら

に該当しますか。 

情報産業 315 18.4% 40.3% 33.7% 7.6% 

非情報産業 169 7.1% 34.9% 43.8% 14.2% 

わからない 3 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 

 

 

 

Q21. S7 勤務先における DX 推進に関わる人材の充足度について教えてください。現在、DX 人材

を配置していない場合もお答えください。      

エンジニア／プログラマー（DX に関わるシステム実装やインフラ構築、保守運用、セキュリティ

等を担う人材） 

・過剰である 

・過不足はない 

・不足している 

・わからない 

 

      

Q21 エンジニア／プログラマー（DX に関わるシステム

実装やインフラ構築、保守運用、セキュリティ等を担う人

材） 

    n 過剰である 

過不足はな

い 

不足してい

る わからない 

  全体 487 23.4% 34.1% 34.7% 7.8% 

勤務先は情報産業、

非情報産業のどちら

に該当しますか。 

情報産業 315 29.8% 34.3% 30.2% 5.7% 

非情報産業 169 11.2% 33.1% 43.8% 11.8% 

わからない 3 33.3% 66.7% 0.0% 0.0% 
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Q22. DX 推進に関わる人材を確保するために行っていることはありますか。現在、DX 人材を配

置していない場合もお答えください。 

・専門的な教育を受けた新卒人材の採用を進めている 

・専門的な知識経験を持つ人材の中途採用を進めている 

・社内で専門的な人材の育成を進めている 

・外部人材（コンサルタント等）を活用している 

・その他  

・特になにもしていない 

・わからない 

 

      Q22     

    n 

専門的な教育を

受けた新卒人材

の採用を進めて

いる 

専門的な知識経

験を持つ人材の

中途採用を進め

ている 

社内で専門的な

人材の育成を進

めている 

  全体 573 34.0% 50.3% 44.0% 

勤務先は情報産業、

非情報産業のどちら

に該当しますか。 

情報産業 345 41.2% 55.4% 45.5% 

非情報産業 217 23.5% 43.8% 42.9% 

わからない 11 18.2% 18.2% 18.2% 

 

 Q22       

外部人材（コン

サルタント等）

を活用している その他 

特になにもして

いない わからない 

30.2% 8.7% 10.6% 4.2% 

32.8% 11.0% 5.8% 2.3% 

27.2% 5.5% 17.1% 6.0% 

9.1% 0.0% 36.4% 27.3% 
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全体 

 
情報産業 

 
非情報産業 

 

34.0%

50.3%

44.0%

30.2%

8.7%

10.6%

4.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

専門的な教育を受けた新卒人材の採用を進…

専門的な知識経験を持つ人材の中途採用を…

社内で専門的な人材の育成を進めている

外部人材（コンサルタント等）を活用して…

その他

特になにもしていない

わからない

41.2%

55.4%

45.5%

32.8%

11.0%

5.8%

2.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

専門的な教育を受けた新卒人材の採用を進めて…

専門的な知識経験を持つ人材の中途採用を進め…

社内で専門的な人材の育成を進めている

外部人材（コンサルタント等）を活用している

その他

特になにもしていない

わからない

23.5%

43.8%

42.9%

27.2%

5.5%

17.1%

6.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

専門的な教育を受けた新卒人材の採用を進め…

専門的な知識経験を持つ人材の中途採用を進…

社内で専門的な人材の育成を進めている

外部人材（コンサルタント等）を活用している

その他

特になにもしていない

わからない
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Q23. DX に関わる人材のスキル資質について、社内基準はありますか。現在、DX 人材を配置し

ていない場合もお答えください。 

・情報処理技術者試験に基づく基準 

・情報処理技術者試験以外の試験、資格に基づく基準 

・IT スキル標準（ITSS/ITSS+）に基づく基準 

・情報システムユーザースキル標準（UISS）に基づく基準 

・その他 

・特になし 

・わからない 

 

      Q23     

    n 

情報処理技術者

試験に基づく基

準 

情報処理技術者

試験以外の試

験、資格に基づ

く基準 

IT スキル標準

（ITSS/ITSS+）

に基づく基準 

  全体 573 35.8% 44.5% 41.2% 

勤務先は情報産業、

非情報産業のどちら

に該当しますか。 

情報産業 345 40.6% 51.0% 47.2% 

非情報産業 217 29.5% 35.5% 33.2% 

わからない 11 9.1% 18.2% 9.1% 

 

 Q23       

情報システムユ

ーザースキル標

準（UISS）に基づ

く基準 その他 特になし わからない 

30.5% 8.0% 16.8% 6.5% 

35.1% 10.4% 9.3% 3.8% 

24.9% 4.6% 28.6% 8.8% 

0.0% 0.0% 18.2% 45.5% 
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全体 

 
情報産業 

 
非情報産業 

 

35.8%

44.5%

41.2%

30.5%

8.0%

16.8%

6.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

情報処理技術者試験に基づく基準

情報処理技術者試験以外の試験、資格に基づ…

ITスキル標準（ITSS/ITSS+）に基づく基準

情報システムユーザースキル標準（UISS）に…

その他

特になし

わからない

40.6%

51.0%

47.2%

35.1%

10.4%

9.3%

3.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

情報処理技術者試験に基づく基準

情報処理技術者試験以外の試験、資格に基…

ITスキル標準（ITSS/ITSS+）に基づく基準

情報システムユーザースキル標準…

その他

特になし

わからない

29.5%

35.5%

33.2%

24.9%

4.6%

28.6%

8.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

情報処理技術者試験に基づく基準

情報処理技術者試験以外の試験、資格に…

ITスキル標準（ITSS/ITSS+）に基づく…

情報システムユーザースキル標準…

その他

特になし

わからない
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Q24. DX 推進に関わる各職種について、どのようなスキル資質を求めますか。現在、人材配置し

ていない場合は必要だと思う資質という観点でお答えください。 

・DX 推進に関するリーダー格となる資質 

・DX の企画立案推進等を担う資質 

・DX のシステム設計を担う資質 

・データ解析分析を担う資質 

・機械学習、ブロックチェーンなど先進的なデジタル技術を担う資質 

・DX に関わるシステムのユーザー向けデザインを担当できる資質 

・DX に関わるシステム実装やインフラ構築、保守運用、セキュリティ等を担う資質 

・その他 

・特になし 

・わからない 

 

      Q24       

    n 

DX 推進に
関するリー
ダー格とな
る資質 

DX の企画
立案推進等
を担う資質 

DX のシス
テム設計を
担う資質 

データ解析
分析を担う
資質 

  全体 573 43.8% 50.6% 44.9% 40.8% 

勤務先は情報産業、

非情報産業のどちら

に該当しますか。 

情報産業 345 47.0% 53.9% 46.4% 44.1% 

非情報産業 217 40.1% 47.9% 43.3% 37.8% 

わからない 11 18.2% 0.0% 27.3% 0.0% 

 

 Q24           

機械学習、ブ
ロックチェ
ーンなど先
進的なデジ
タル技術を
担う資質 

DX に関わ
るシステム
のユーザー
向けデザイ
ンを担当で
きる資質 

DX に関わ
るシステム
実装やイン
フラ構築、保
守運用、セキ
ュリティ等
を担う資質 その他 特になし わからない 

29.8% 24.8% 23.6% 6.1% 4.5% 4.7% 

29.0% 26.7% 21.2% 7.5% 2.3% 2.6% 

32.3% 23.0% 28.6% 3.7% 6.9% 6.5% 

9.1% 0.0% 0.0% 9.1% 27.3% 36.4% 
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全体 

 
情報産業 

 
非情報産業 

 

43.8%

50.6%

44.9%

40.8%

29.8%

24.8%

23.6%

6.1%

4.5%

4.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

DX推進に関するリーダー格となる資質

DXの企画立案推進等を担う資質

DXのシステム設計を担う資質

データ解析分析を担う資質

機械学習、ブロックチェーンなど先進的なデジ…

DXに関わるシステムのユーザー向けデザイン…

DXに関わるシステム実装やインフラ構築、保…

その他

特になし

わからない

47.0%

53.9%

46.4%

44.1%

29.0%

26.7%

21.2%

7.5%

2.3%

2.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

DX推進に関するリーダー格となる資質

DXの企画立案推進等を担う資質

DXのシステム設計を担う資質

データ解析分析を担う資質

機械学習、ブロックチェーンなど先進的なデ…

DXに関わるシステムのユーザー向けデザイ…

DXに関わるシステム実装やインフラ構築、…

その他

特になし

わからない

40.1%

47.9%

43.3%

37.8%

32.3%

23.0%

28.6%

3.7%

6.9%

6.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

DX推進に関するリーダー格となる資質

DXの企画立案推進等を担う資質

DXのシステム設計を担う資質

データ解析分析を担う資質

機械学習、ブロックチェーンなど先進的な…

DXに関わるシステムのユーザー向けデザイ…

DXに関わるシステム実装やインフラ構築、…

その他

特になし

わからない
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Q25. 勤務先で今後 DX を推進していくに当たり、特に採用育成を進めている/進めたいと考えて

いる職種を教えてください。       

・プロダクトマネージャー（DX 推進に関するリーダー） 

・ビジネスデザイナー（DX の企画立案推進等） 

・テックリード（DX のシステム設計から実装） 

・データサイエンティスト（データ解析分析） 

・先端技術エンジニア（機械学習、ブロックチェーンなど先進的なデジタル技術を担う） 

・UI／UX デザイナー（DX に関わるシステムのユーザー向けデザインを担当） 

・エンジニア／プログラマー（DX に関わるシステム実装やインフラ構築、保守運用、セキュリテ

ィ等） 

・特になし 

・わからない 

・その他 

 

      Q25       

    n 

プロダクト
マネージャ
ー（DX 推進
に関するリ
ーダー） 

ビジネスデ
ザ イ ナ ー
（DX の企
画立案推進
等） 

テックリー
ド（DX のシ
ステム設計
から実装） 

データサイ
エンティス
ト（データ解
析分析） 

  全体 573 35.1% 45.2% 36.0% 38.0% 

勤務先は情報産業、

非情報産業のどちら

に該当しますか。 

情報産業 345 38.6% 52.2% 38.8% 42.3% 

非情報産業 217 30.4% 36.4% 31.8% 33.2% 

わからない 11 18.2% 0.0% 27.3% 0.0% 

 

 Q25           

先端技術エ
ンジニア（機
械学習、ブロ
ックチェー
ンなど先進
的なデジタ
ル技術を担
う） 

UI／UX デ
ザ イ ナ ー
（DX に関
わるシステ
ムのユーザ
ー向けデザ
インを担当） 

エンジニア
／プログラ
マー（DX に
関わるシス
テム実装や
インフラ構
築、保守運
用、セキュリ
ティ等） 特になし わからない その他 

31.9% 21.3% 21.5% 6.3% 9.1% 0.7% 

31.9% 24.1% 21.7% 4.3% 6.1% 0.9% 

33.2% 18.0% 22.1% 9.7% 11.1% 0.5% 

9.1% 0.0% 0.0% 0.0% 63.6% 0.0% 
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全体 

 
情報産業 

 
非情報産業 

 

35.1%

45.2%

36.0%

38.0%

31.9%

21.3%

21.5%

6.3%

9.1%

0.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

プロダクトマネージャー（DX推進に関するリーダー）

ビジネスデザイナー（DXの企画立案推進等）

テックリード（DXのシステム設計から実装）

データサイエンティスト（データ解析分析）

先端技術エンジニア（機械学習、ブロックチェーンなど先進的…

UI／UX デザイナー（DXに関わるシステムのユーザー向けデザ…

エンジニア／プログラマー（DXに関わるシステム実装やインフ…

特になし

わからない

その他

38.6%

52.2%

38.8%

42.3%

31.9%

24.1%

21.7%

4.3%

6.1%

0.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

プロダクトマネージャー（DX推進に関するリーダー）

ビジネスデザイナー（DXの企画立案推進等）

テックリード（DXのシステム設計から実装）

データサイエンティスト（データ解析分析）

先端技術エンジニア（機械学習、ブロックチェーンなど先進的…

UI／UX デザイナー（DXに関わるシステムのユーザー向けデ…

エンジニア／プログラマー（DXに関わるシステム実装やイン…

特になし

わからない

その他

30.4%

36.4%

31.8%

33.2%

33.2%

18.0%

22.1%

9.7%

11.1%

0.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

プロダクトマネージャー（DX推進に関するリーダー）

ビジネスデザイナー（DXの企画立案推進等）

テックリード（DXのシステム設計から実装）

データサイエンティスト（データ解析分析）

先端技術エンジニア（機械学習、ブロックチェーンなど先進的…

UI／UX デザイナー（DXに関わるシステムのユーザー向けデ…

エンジニア／プログラマー（DXに関わるシステム実装やイン…

特になし

わからない

その他
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Q26. 社員の IT 理解度等を測定するための評価制度はありますか。 

・特定部署のみで実施 

・全社で実施 

・特になし 

・わからない 

・その他  

 

      Q26 

    n 

特定部署

のみで実

施 

全社で実

施 特になし 

わからな

い その他 

  全体 573 24.6% 45.9% 24.1% 4.7% 0.7% 

勤務先は情報産業、

非情報産業のどちら

に該当しますか。 

情報産業 345 27.5% 52.5% 17.4% 2.3% 0.3% 

非情報産業 217 20.7% 35.9% 34.6% 7.4% 1.4% 

わからない 11 9.1% 36.4% 27.3% 27.3% 0.0% 

 

 

全体 

 
 

 

 

特定部署のみで

実施, 24.6%

全社で実施, 

45.9%

特になし, 24.1%

わからない, 

4.7%
その他, 0.7%
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情報産業 

 
 

非情報産業 

 
  

特定部署のみで

実施, 27.5%

全社で実施, 

52.5%

特になし, 17.4%

わからない, 

2.3%

その他, 0.3%

特定部署のみで

実施, 20.7%

全社で実施, 

35.9%

特になし, 34.6%

わからな

い, 7.4%

その他, 1.4%
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Q27. 社員の IT リテラシー向上に向けた学習支援・研修制度はありますか。 

・特定部署のみで実施 

・全社で実施 

・特になし 

・わからない 

・その他 

 

      Q27 

   n 

特定部署
のみで実
施   特になし 

わからな
い その他 

  全体 573 23.0% 55.5% 18.2% 3.0% 0.3% 

勤務先は情報産業、

非情報産業のどちら

に該当しますか。 

情報産業 345 26.1% 58.8% 13.3% 1.7% 0.0% 

非情報産業 217 18.4% 50.7% 25.8% 4.1% 0.9% 

わからない 11 18.2% 45.5% 18.2% 18.2% 0.0% 

 

 

全体 

 
  

特定部署のみで

実施, 23.0%

全社で実施, 

55.5%

特になし, 18.2%

わからない, 

3.0%
その他, 0.3%
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情報産業 

 
非情報産業 

 
 

 

 

特定部署のみで

実施, 26.1%

全社で実施, 

58.8%

特になし, 13.3%

わからない, 

1.7%

その他, 0.0%

特定部署のみで

実施, 18.4%

全社で実施, 

50.7%

特になし, 25.8%

わからない, 

4.1%

その他, 0.9%
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Q28. 社内教育で iCD を活用していますか。  

・特定部署のみで実施 

・全社で実施 

・していない 

・わからない 

・その他 

 

      Q28 

    n 

特 定 部

署 の み

で実施 

全 社 で

実施 

し て い

ない 

わ か ら

ない その他 

  全体 573 23.4% 42.1% 21.1% 12.7% 0.7% 

勤務先は情報産業、

非情報産業のどちら

に該当しますか。 

情報産業 345 26.4% 50.7% 13.9% 8.7% 0.3% 

非情報産業 217 19.8% 29.5% 31.3% 18.0% 1.4% 

わからない 11 0.0% 18.2% 45.5% 36.4% 0.0% 

 

 

全体 

 
 

 

 

特定部署のみで

実施, 23.4%

全社で実施, 

42.1%

していない, 

21.1%

わからない, 

12.7%

その他, 0.7%
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情報産業 

 
 

非情報産業 

 
 

 

 

特定部署のみで

実施, 26.4%

全社で実施, 

50.7%

していない, 

13.9%

わからない, 

8.7%

その他, 0.3%

特定部署のみで

実施, 19.8%

全社で実施, 

29.5%していない, 

31.3%

わからない, 

18.0%

その他, 1.4%
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Q29. 勤務先のジョブ型雇用の実施状況について教えてください。 

・導入している 

・導入を予定している 

・具体的な導入予定はないが、検討している 

・導入の検討はしていない 

・わからない 

・その他 

 

      Q29 

    n 
導 入 し
ている 

導 入 を
予 定 し
ている 

具 体 的
な 導 入
予 定 は
ないが、
検 討 し
ている 

導 入 の
検 討 は
し て い
ない 

わ か ら
ない その他 

  全体 573 26.0% 36.5% 15.2% 12.4% 9.4% 0.5% 

勤務先は情報産業、

非情報産業のどちら

に該当しますか。 

情報産業 345 35.7% 40.3% 11.3% 8.1% 4.6% 0.0% 

非情報産業 217 11.1% 31.8% 21.2% 18.9% 15.7% 1.4% 

わからない 11 18.2% 9.1% 18.2% 18.2% 36.4% 0.0% 

 

 

全体 

 

導入している, 

26.0%

導入を予定して

いる, 36.5%

具体的な導入予

定はないが、検

討している, 

15.2%

導入の検討はし

ていない, 12.4%

わからない, 

9.4%

その他, 0.5%
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情報産業 

 
非情報産業 

 
 

 

 

 

導入している, 

35.7%

導入を予定して

いる, 40.3%

具体的な導入予

定はないが、検

討している, 

11.3%

導入の検討はし

ていない, 8.1%

わからない, 

4.6%

その他, 0.0%

導入している, 

11.1%

導入を予定して

いる, 31.8%

具体的な導入予

定はないが、検

討している, 

21.2%

導入の検討はし

ていない, 18.9%

わからない, 

15.7%

その他, 1.4%
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